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完 了 報 告 書 

記入年月日 令和８年２月１６日  
採択団体名 早稲田学区自主防災連絡協議会  

■事業概要 

基本情報 

事業名 早稲田学区防災教育地域連携推進事業 

事業内容 

事業内容①：自主防災連絡協議会が学校の先生と一緒になって実施する防災授業 

事業内容②：公民館と地域団体が合同で実施する校外での防災体験学習 

事業内容③：小学生から高校生を対象とした防災リーダーの育成 

事業背景 

早稲田学区（広島市東区）では、平成30年西日本豪雨で被災した後に作成した早稲田学区地区防災計

画に基づき地域防災活動を実施しており、子供の防災教育についても、重点テーマとして取り組んで

いる。 

取り組み開始後、今年度で５年が経過するこの機において、これまでの活動を総括するとともに、大規

模な災害があった地域での取り組みなどについて調査し、その結果を地域に還元することで、さらに

学校と地域の連携を強化し、コミュニティが一体となった防災教育を推進できるよう事業として取り

組むものである。 

コミュニティ 

設立の経緯 

早稲田学区自主防災連絡協議会は、学区の地域活動をまとめる早稲田学区社会福祉協議会の構成団

体の一つとして、平成１４年に創設され、主に地域防災活動を担当し活動している。 

この、自主防災連絡協議会には、設立当初から小学校・中学校といった教育機関や公民館などのコミ

ュニティ施設が所属して活動を展開している。 

また、令和３年度からは地域外にもネットワークを広げ、警察や医師会、メディア、民間企業、ＮＰＯ法

人などの災害時に地域を関係する期間・団体が参加する早稲田学区地域防災プラットフォームを設置

し、ネットワーク構成団体を広げて、地域防災活動を進めている。 

以上の構成団体において、学校での防災授業や地域での子供や保護者を対象とした防災活動などに

取り組み、地域の防災教育が充実したものとなるよう取り組んでいる。 

本事業に関する過去

の取り組み内容 

・小学校、中学校における防災学習（主体：早稲田学区自主防災連絡協議会の所属団体） 

・公民館を拠点とした子供・保護者を対象とした防災体験教育 

（主体：早稲田学区自主防災連絡協議会の所属団体） 

・子供の防災リーダーの育成（主体：早稲田学区地域防災プラットフォームの参加機関・団体） 

事業体制 

・早稲田学区自主防災連絡協議会 ： 事業内容①②③全般 約３０名 

・広島市立早稲田中学校     ： 事業内容①③全般  約２０名 

・広島市立早稲田小学校     ： 事業内容①③全般  約１０名 

・早稲田公民館         ： 事業内容②③全般    ４名 

・東区役所           ： 事象内容②③の支援 約 ６名 

・広島東消防署         ： 事業内容①③の支援 約 ４名 

・ＮＰＯ法人ＩＭＡＧＩＮＵＳ  ： 事業内容③の支援  約１０名 

・(株)トータテハウジング    ： 事業内容③の支援    ２名 

全体スケジュール 

＜１１月＞ 

・小学校、中学校の授業で使用する「防災学習の手引き」の基礎資料整理 

・小学校、中学校での「防災学習の手引き」に関するヒアリング調査 

・小学校（３年生）の防災学習の実施 

・公民館でのこれまでの活動についての整理についての打合せ 

・子ども防災リーダー参加の地域防災活動の実施 

・アドバイザーとの事業に関するミーティングの実施 

＜１２月＞ 

・令和６年能登半島地震の被災地での視察研修会実施 

・小学校、中学校の「防災学習の手引き」構成案の作成、関係資料の収集 

＜１月＞ 

・アドバイザー参加による検討委員会の開催 

・中学校（１年生）の防災学習の実施 

・小学校、中学校の「防災学習の手引き」原稿作成 

・公民館の防災体験学習の内容とりまとめ 
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事業目標・事業成果 

事業目標全般 

(教育提供者側) 

〈早稲田学区自主防災連絡協議会〉 

・学校と連携した防災教育について手引書を作成して、教員の負担軽減と持続的に防災教育を取り

組める環境を整える 

・校外で実施する防災体験学習について、取り組みに参加する組織のネットワークを作る 

〈早稲田中学校〉 

・防災教育を通じて生徒が災害時に能動的に行動できるよう育成する 

〈早稲田小学校〉 

・防災教育を通じて児童に地域における防災の意識付けを行う 

〈早稲田公民館〉 

・防災体験学習の地域拠点としての機能を発揮する 

事業成果全般 

(教育提供者) 

〈早稲田学区自主防災連絡協議会〉 

・防災教育の内容を手引き書としてとりまとめることで、新たに活動に参加するメンバーも学習内

容や目的を理解して参加でき、世代交代を進めながら持続的に活動できるツールができた。 

〈早稲田中学校〉 

・被災地見学など校外での防災学習を取り入れ、生徒が自ら防災について考えるきっかけ作りを増

やすことで、生徒たちが防災を自分事化し防災行動や備えについて考える学習につながった。 

〈早稲田小学校〉 

・まち探検による校外学習からあんぜんマップの作成を通じて防災について授業で考えていくこと

で、防災の意識付けができた。 

〈早稲田公民館〉 

・防災体験学習の実施マニュアルを作成することで、防災教育の活動計画を積極的に立案できるよ

うになり、学習の地域拠点としての機能を発揮するツールができた。 

事業目標全般 

(参加者側) 

〈中学校の生徒〉 

・早稲田学区の特性を知り、防災について自ら考え、行動できる生徒になる 

〈小学校の児童〉 

・地域における災害の危険性などを知り、防災の意識付けをする 

事業成果全般 

(参加者側) 

〈中学校の生徒〉 

・学校と地域が協働で実施した防災学習を通じて、生徒たちは自分の命を守るための備えと防災行

動について学習し、防災行動の自分事化を進めてマイタイムラインとしてまとめ、行動するために

必要なことをディスカッションすることで行動の基礎を作ることができた。 

〈小学校の児童〉 

・児童は早稲田学区における災害の危険性を初めて認識し、危険な場所や安全な施設などをマップ

にとりまとめることで、防災の意識付けができた。 

展開できる 

知見やノウハウ 
※特に他の地域や団体に展開できるよう知見やノウハウは、残念ながら得られず。 

コミュニティ防災教

育の重要な観点 

・コミュニティで防災教育を実施するためには、学校と協働で防災教育に取り組める地域のコミュニテ

ィの力が必要。また、地域が学校の防災教育を効果的に支援するためには、単に地域の特性を知って

いるだけではなく、その特性を防災という視点でとらえた場合に、専門的な観点で助言や指導がで

きる人材がいることが最適。 

・様々な制約により学校だけでは実施できない防災教育については、公民館などコミュニティの拠点

施設を活用し、地域で実施する防災学習のプログラムや実施体制が必要。地域で防災学習をする場

合、楽しみながらできるものや体験型で実施するものでないと子供の参加者は少ないため、実施内

容や実施方法、広報の仕方には工夫が必要。 

残課題等 

・防災教育のマンネリ化を防ぎ、新たな防災に関する情報や災害での事例などから学ぶべきことなど

を取り入れて実施する必要がある。 

・能登半島地震や奥能登豪雨で被災した能登地域での教訓を活かすためには、知識や技術だけではな

く、生きるための知恵を取得できる防災教育にステップアップさせる必要がある。 
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■事業内容 

事業内容① 自主防災連絡協議会が学校の先生と一緒になって実施する防災授業 

事業内容①目標 

(提供者側) 

〈中学校〉 

 「防災学習の手引き」（３学年分）を作成し、学校と地域の連携方法や役割を明確にして強化 

〈小学校〉 

 「防災学習の手引き」（対象：３年生）を作成し、学校と地域の連携方法や役割を明確にして強化 

事業内容①目標 

(参加者側) 

〈中学校・小学校〉 

・学校と地域が連携して防災学習を実施することで地域性・専門性の高い授業を行い、生徒・児童の 

理解度向上や防災の自分事化を推進させる 

事業内容① 

実施内容 

小学校３年生による

防災授業・まち探検

の実施 

（実施日：11/18） 

 

■具体的な取り組み内容 

・小学校３年生の「安全マップ」づくりのため、防災授業

とまち探検を学校・地域が連携して実施 

■成果(提供者：学校) 

・学校の先生だけでは分からない地域情報や過去の状

況などを含め、安全マップ作成に必要な情報を地域か

ら提供してもらえる 

■成果（提供者：地域） 

・学校での授業内容や小学生の考え、質問などを把握す

ることで、地域での防災活動に活かせる 

■成果（参加者：児童・保護者） 

・先生が説明をすることで児童には分かりやすく、防災

士など地域の関係者が解説することで、専門的かつ地

域の情報を密に交えた防災授業ができている 

 

事業内容① 

実施内容 

中学校１年生の防災

学習（実施日：

1/16,23,30） 

 

■具体的な取り組み内容 

中学校１年生が「命を守る」ことを目的として３日間×２

時間の授業を実施 

■成果(提供者：地域) 

・授業中の中学生への説明、グループワークで出た意見

の聞き取りなどで得られた経験を地域の防災活動に

活かせる 

・学区内で中学生をはじめ、その保護者を含めて、防災

意識が高まった住民を増やすことができる 

■成果（提供者：学校） 

・学校の先生は生徒の学習意識を高めながら、地域の

防災士が専門的な知識を伝えて解説することで、生徒

の学びを充実させることができる  

事業内容①を実施す

る中で発生した課題

や失敗点 

■発生した課題や失敗点 

※特になし 

事業内容①を実施す

る上で工夫した点 

・小学校での防災授業、まち探検の実施については、７月から早稲田学区自主防災連絡協議会の代表

者と小学校の先生とで打合せを行い、お互いの学習の狙いや実施方法について認識を共有した 

・小学校でのまち探検については、地域課の参加者には事前に授業目的や実施するうえでのポイント

などをレクチャーし、担当によって現地対応に差が出ないように努めた 

・中学校の防災学習では、中学校側の学習成果への希望などを聞き取り、授業計画の見直しを行いな

がら、生徒が防災に対しての関心が高まるように配慮した。 

・中学校の学習で校外での被災現場を見学する際に、被災当時の状況をよく知る人が説明者として参

加し、災害についてできるだけリアルにイメージできる説明ができるようにした。 

事業内容① 

残課題等 
※特になし 
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事業内容② 公民館と地域団体が合同で実施する校外での防災体験学習 

事業内容②目標 

(提供者側) 

〈早稲田学区自主防災連絡協議会・早稲田公民館〉 

 地域で実施する防災体験学習のメニューを検討・整理し、体験学習プログラムを作成する 

事業内容②目標 

(参加者側) 

〈地域の参加者（子供・保護者など）〉 

 防災体験学習を通じて、災害などの地域の特性を知り、自らの防災意識を向上させる 

事業内容② 

「防災体験学習実施

マニュアル」の作成 

（実施日：全期間） 

 

■具体的な取り組み内容 

早稲田公民館「防災体験学習 実施マニュアル」を作成 

■成果(提供者：公民館) 

・マニュアルを作成することで、年間を通じて防災教育

のための事業計画を立てやすくなり、目標も明確にで

きる 

■成果（提供者：地域） 

・マニュアルを作成することで、事前準備や実施内容を

スタッフとして参加する会員で共有できる 

■成果（参加者：地域住民） 

・マニュアル作成により公民館の防災教育を取り入れた

事業計画が充実することで、防災を体験し、知恵を取

得できる機会が増える 

 

事業内容② 

■具体的な取り組み内容 

 ※現時点での取り組み実績なし 

 

 

■成果 

 ※現時点での取り組み成果なし 

写真・図など 

事業内容②を実施す

る中で発生した課題

や失敗点 

 

■発生した課題や失敗点 

・今年は公民館で実践できる機会を持つことができなかった 

 

事業内容②を実施す

る上で工夫した点 

・具体的な実施計画書がなくても、マニュアルだけである程度運営できるよう実施手順や準備品など

が分かるように作成した 

事業内容② 

残課題等 
・マニュアルを使用した活動の実施 
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１．本事業の目的 

 早稲田学区において、防災を文化として日常の一部とするためには、子供の時から防

災を感じ、防災について考えることが出来るような取り組みが必要です。 

 また、土砂災害や地震、火災などの災害で大きな被害が予想される学区内において、

子供たちが自らの命を守り、災害後に困難な生活を強いられることのないよう、地域の

被害を最小限に抑えるためには、子供たちが地域の一員として参加できるよう、意識を

育て、技術や知識を学び、大人たちとの関係作りをしていくことが大切です。 

 このため、幼児の時期から防災に触れ、学び、体験しながら感性と意識を養い、いざ

という時に自分で行動できるように、地域で活動する各種団体が、学校や公民館、大学

などの学習機関と連携して活動を実施できる仕組み作りを行います。 

 

 

２．早稲田学区の防災教育が目指すもの 

 早稲田学区では、これまでも子供たちの防災教育を重要なテーマとして位置づけ、早

稲田学区自主防災連絡協議会（以下「わせだ自主防」と略）を中心として学校や公民館

などの教育施設、地域の各種団体などと協働で、年代別にステップアップできるような

防災教育を進めてきました。 

早稲田学区の防災教育ステップアップ 
  

ステップ１：防災体験（幼児以上） 

行事等で防災に様々な形で見る・触れる・感じる機

会を作り、防災を体験しながら感性を養います 

ステップ２：防災学習（小学生以上） 

授業や地域活動で防災に必要な知識や考え方を学

び、自ら考えて行動ができる知恵を取得します 

ステップ３：防災実践（中学生以上） 

災害発生時に自らが率先して行動できる実践教育

を行い、日常も地域の防災行事に参加します 
  

 今回、「コミュニティ防災教育推進事業」のモデル地区として選定されたことから、地

震と水害で甚大な被害を受けた能登半島を視察しました。そこで被災された方々の話を

聞き、復旧・復興が思うように進まず、今なお災害の爪痕が多く残る被災現場を見た結

果から、地域における防災教育をさらに強く、広くしていく必要性を感じました。 

 そこで、子供と子供に関係する人々を含め、甚大な災害が発生しても自らの命を守り、

発災後の初期段階は地域の力で被災者を支え、復旧段階では公的な機関や外部機関・団

体の支援を受けながら、より質の高い復興ができる地域づくりができるよう、地域と各

関係者が主体となって活動ができるような防災教育を目指します。 

この防災教育を推進するため、以下のスローガンを掲げます 

 

【早稲田学区の防災教育スローガン】 

子供たちを通じた防災教育による地域防災力の向上 
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 このスローガンを実現する防災教育プログラムとして、以下の３つのテーマを中心と

して活動を展開します。 

 ①早稲田中学校・小学校での防災授業 

中学校・小学校の授業に自主防を主とする地域関係者が参加して、地域に密着し

た専門性の高い防災授業を実施します。 

 ②早稲田公民館での防災体験学習 

公民館を会場として、未就学児から中学生を対象に学区内の各団体が協力して体

験型の防災学習会を実施します。 

  ③小・中・高校生の防災リーダーの育成 

小・中・高校生を対象に実践的な防災体験会・研修会を実施し、地域の防災活動

にも参加してもらい、地域の防災リーダーとして育成します。 
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３．早稲田学区における防災教育コミュニティ・ネットワーク 

早稲田学区自主防災連絡協議会は、広島市東区の広島市立早稲田小学校区において、

地域活動を実施する早稲田学区社会福祉協議会を構成する団体として、自主防災活動を

実施しています。 

この早稲田学区自主防災連絡協議会には、町内会のほか同じ学区内で地域活動を実施

する各種団体の他、早稲田中学校や早稲田小学校、早稲田公民館、広島女学院大学など

学区内の主要施設が参加し、災害時における避難所運営などの活動をはじめ、平時にお

いては防災の備えを進めるための活動を実施しています。 

また、平成 30 年 7 月に発生した西日本豪雨において学区内で発生した被災経験を踏

まえ、災害時には地域内の団体のみではなく、行政機関を含めた外部機関・団体が参加

する「早稲田学区地域防災プラットフォーム」＊と呼ぶネットワーク組織を設置し、連

携・協働の体制を形成しています。 

早稲田学区では、この組織体制を活かし、防災教育を通じたネットワークを形成して

います。 

  

早稲田学区における防災教育ネットワーク 
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４．わせだ防災教育プログラムによるコミュニティ防災教育 

  

①中学校・小学校での防災授業 

早稲田中学校と早稲田小学校においては、学校と地域が協働で防災学習を実施します。 
  

 早稲田小学校での防災学習 

 １）３年生の安全マップ作り 

小学校３年生では、かつて防犯目的で地図を通じて地域を知る活動に“防災”の要

素を加えて「安全マップ作り」をしています。 

この安全マップ作りには、地域を調べるための“まち探検”にわせだ自主防を中心

とした地域の関係者が参加し、子供たちと一緒に地域の危険な場所や災害時に役立つ

場所などを確認しながら、早稲田学区での防災を考えるきっかけ作りをします。 

また、わせだ自主防がまち探検の目的やポイントなどについて児童たちに説明する

事前説明を行い、学習の理解度が高まるよう工夫します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２）５年生の総合学習での防災授業 

小学校５年生では、総合学習の時間で取り組む「地域の活

動を知る」の中で、防災をキーワードとして児童たちが防

災について考え、取り組む時間を設けています。 

この防災を考える総合学習では、児童たちが調べた地域防

災活動に関する質問にわせだ自主防が答え、意見交換をす

る時間を作ることで、より深く防災について学べるように

しています。 

早稲田小学校３年生 安全マップまち探検 コースマップ 

まち探検の様子 

事前説明の様子 
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 早稲田中学校での防災学習 

 １）中学校３学年での防災学習 

早稲田中学校の総合学習の全体テーマである「地域社会で共に生きる」に基づき、

地域の防災について自分たちにどのような取り組みができるのか探求する活動を通じ

て、地域の防災にとって必要な知識・技能を習得します。 

さらに、習得した知識・技能を活かすために、地域の防災の在り方を考え、自らの

生活や行動に結びつける意識を養うことを狙いとして、中学校とわせだ自主防が連携

して学習に取り組んでいます。 
  

  ■防災学習の実施概要 

・授業時間は、１日２時限を３日間（計６時限分）に分けて実施します 

・授業内容は、メインの進行は学校の先生が実施し、専門的な解説や生徒たちの学

習成果の評価をわせだ自主防が対応します 

・授業には、各クラス１～３名程度の防災士が参加します 

  （各学年の授業内容） 

   １年生 

●テーマ：自らの命を守る防災行動の意識付け 

    ●学習プログラム 

１日目：防災マップから防災行動を考える 

２日目：災害現場で命を守る行動を考える 

３日目：わせだマイタイムラインの作成 

 

２年生 

●テーマ：技術・知識の習得による実行力向上 

    ●学習プログラム 

１日目：災害エスノグラフィによる追体験学習 

２日目：ライフライン停止ワークショップ 

３日目：防災スキルアップセミナー 

 

３年生 

●テーマ：地域の支援ができる実践力の定着 

    ●学習プログラム 

１日目：災害支援ワークショップ 

２日目：要支援者版防災クロスロード 

３日目：わせだレスキューカードの作成 

 

 

  

わせだマイタイムラインの作成  

防災スキルアップセミナー  

要支援者防災クロスロード  
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②早稲田公民館での防災体験学習 

学校での防災学習とは別に、わせだ自主防を含めた地域団体が主体となって実施する

防災体験学習を、地域活動の拠点である生涯学習施設の早稲田公民館で実施します。 

防災体験学習の実施においては、会場となる早稲田公民館をはじめ、地域で活動する

各種団体も参加して準備・運営を行います。 

防災体験学習には、親子で実施できるメニューも取り入れることで、子どもだけでな

く保護者も含めた参加者を増やし、地域における防災ネットワークの拡大を図ります。 

 

 ■防災体験学習の実施例 

  ①防災クッキング 

実施団体：わせだ自主防、女性会 

実施目的：ライフラインの停止に備えるため、備蓄品の備

えについて解説した後、停電・断水しても備蓄

品で実施できる調理方法の体験を実施します 

実施内容：1)備蓄品の備えについての解説 

     2)ポリ袋調理方法の説明、体験 

     3)メスティン自動調理方法の説明、体験 

 

②ぼうさい運動会 

実施団体：体協、わせだ自主防、青少協 

実施目的：体を動かしながら防災を考えられる運動会を実

施し、楽しみながら防災の知識や実行力を向上

させます 

実施内容：1)ぼうさい運動会の目的説明 

     2)競技による体験 

      ・担架リレー  ・キャタピラリレー  

・バケツリレー ・水消火器での的当て 

 

③防災ゲーム学習会 

実施団体：わせだ自主防、青少協 

実施目的：ゲームで楽しみながら防災について考える体験

をしながら、防災の備えについて学べる学習会

を実施します 

実施内容：1) 防災ボードゲームの実施 

     2) 防災ハンドブックを使った謎ときクイズ 

     3) 防災の備え講座 
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③小・中・高校生の防災リーダーの育成 

小学生、中学生のジュニア防災リーダーの希望者を募り、防災研修会や実践的な防災

体験会を実施し、地域の防災リーダー及び学校の防災教育リーダーとして育成します。 

地域の防災活動への参加やリーダー研修会を通じて体験を重ねる中で、地域との関わ

りを強くするとともに、防災を自分事としてとらえる意識を高めます。 

また、小学生・中学生で防災リーダーとして活動した人を中心として、高校生になっ

てからも地域での活動に参加するよう呼びかけて一緒に活動し、地域のリーダーとなれ

るよう育成します。 

 

 ■ジュニア防災リーダーの募集・活動の流れ 

ジュニア防災リーダーは、小学校・中学校のそれぞれで希望者を募り、リーダーに

任命して活動を行う 

 

 ■ジュニア防災リーダーの活動例 

 ◇リーダーミーティング  ◇リーダー研修会     ◇防災ハイキング 

 

 

 

 

 

 ◇イベントの企画・運営  ◇防災施設整備      ◇防災ウォーキング 
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５．公的機関との連携 
  

①東区役所（地域起こし推進課）との連携 

東区役所（地域起こし推進課）は、自主防災活動や地域コミュニティ活動全般の相

談窓口であり、広島市が進める「防災まちづくり事業」を進める行政機関です。 

地域において防災教育を進めるためには、防災訓練や防災講座の開催、避難所運営

の支援など様々な取り組みで連携する東区役所の存在は欠かせないものであり、以下

のような活動を通じて、子供たちの学習支援や子供 

たちが地域の一員として参加できる活動を支援する 

など、一緒に連携して取り組みます。 

 【東区役所と連携した取り組み例】 

  ●災害や防災活動に関する各種情報の提供 

●防災訓練・防災フェアの開催 

  ●防災関係の出前講座の実施 

  ●避難訓練・避難所開設訓練の実施 

  ●広島市防災訓練補助金による支援 

 

②東消防署（牛田分団を含む）との連携 

東消防署（牛田分団を含む）は、自主防災活動に

おける各種訓練や救命講習会の開催、防災マップ作

成のためのまち歩きへの参加などを通じて、地域の

防災活動を支援しています。 

地域の防災教育においても、中学校の授業での救

命講習の実施や地域の防災イベントで講習会を実施

するなど地域と連携した活動に参加しており、今後

も連携した取り組みを進めます。 

 

 

 

③東区社会福祉協議会との連携 

東区社会福祉協議は、災害発生時のボランティアによる支援などを担当しており、

平成 30 年に発生した西日本豪雨など過去に発生した災害でも地域と連携して防災活動

を実施しています。 

防災教育においても、子供も参加する受援力向上

のための防災講座の開催などで連携した取り組みを

進めており、今後も防災教育を含めた地域の防災活

動において連携して取り組みます。 

 

 

 

  

小中学生も参加する総合防災訓練 

中学校の授業で実施する救命講座 

防災イベントでのロープワーク講座 

中学生が参加する受援力向上防災講座  
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６．事業の成果物 

 

①早稲田中学校「防災学習の手引き」作成 

早稲田中学校で実施する防災学習について、中学校の先生やわせだ自主防の防災士

が学習のねらいや学年別の学習内容、授業で使用する説明資料をまとめた手引きを作

成する。 

手引きは、以下のような目次構成としている。 

 【早稲田中学校「防災学習の手引き」目次構成】 

   １章 防災学習の概要 

   ２章 各学年の防災学習計画 

      〈各学年別〉実施までの流れ（スケジュール） 

            単元毎の授業計画 

            各授業で使用する教材（ツール） 

   ３章 参考資料  早稲田学区の地理情報、地域特性 

            平成 30 年 7 月西日本豪雨での被災状況 

            各種災害情報             など 

 

〈早稲田中学校「防災学習の手引き書」〉 
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②早稲田小学校「あんぜんマップづくり」手引き書の作成 

早稲田小学校の３年生が毎年実施している「あんぜんマップ」作りについて、主に

小学校の先生が参考資料として使用する手引きを作成する。 

内容としては、早稲田小学校が従来は「防犯」の要素を中心に作成していた「あん

ぜんマップ」について「防災」の要素を取り入れることになった経緯や、学習のねら

い、年間を通じた学習の流れ（スケジュール）を踏まえて、わせだ自主防など地域の

関係者が参加する“まち探検”の実施方法などを解説した手引き書とする。 

手引きは、以下のような目次構成としている。 

 

〈早稲田小学校「あんぜんマップづくり」手引き書〉 
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③早稲田公民館「防災体験学習マニュアル」の作成 

早稲田公民館を会場としてわせだ自主防をはじめとした地域の各種団体が実施する

防災体験学習について、学習メニュー別に実施内容や手順、準備物などが分かる資料

として「防災体験学習マニュアル」を作成する。 

このマニュアルは、公民館や各地域団体の事業計画や、実際に活動する際の参考資

料として、おおむね以下の構成で作成する。 

 【各メニュー別のマニュアル構成】 

  ・学習メニュー名、実施概要（対象、会場、実施時間、参加人数、参加費など記載） 

  ・実施内容・実施項目 

  ・実施手順、時間配分 

  ・運営体制 

  ・準備品リスト、予算計画 

  ・学習中に使用する資料（説明資料、配付資料など） 

〈早稲田公民館「防災体験学習マニュアル」〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



早稲田学区防災教育地域連携推進事業
検討委員会 結果報告書

■検討委員会 実施概要

開催日時：令和８年１月１２日（月・祝）10：00～12：00

開催会場：早稲田集会所（広島市東区牛田東２丁目12-23）

参 加 者：鍵屋 一 アドバイザー（跡見学園女子大学 教授）、
早稲田学区自主防災連絡協議会
広島市立早稲田中学校
早稲田公民館
広島女学院大学
ＮＰＯ法人ＩＭＡＧＩＮＵＳ
東区役所地域起こし推進課
東消防署警防課

実施目的：「早稲田学区防災教育地域連携推進事業」では、地域と学校に加えて
関係機関・団体が連携して防災教育の実施を目指している。
今回の検討委員会は、各事業内容に対する具体的な実施方法や目標に
ついて意見交換し、実施方針を決めることを目的として開催した。
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1.内閣府「コミュニティ防災教育推進事業」説明

早稲田学区防災教育地域連携推進事業 検討委員会 結果報告書

早稲田学区防災教育地域連携推進事業がモデル地区と
なっている、内閣府の「コミュニティ防災教育推進事
業」について、参加者に概要を説明した。

「コミュニティ防災教育推進事業」概要説明資料

２.能登半島視察 結果報告

早稲田学区防災教育地域連携推進事業の実施活動の
一つとして、関係者が参加して実施した能登半島地
震・奥能登豪雨の被災地への視察について、視察結
果を報告した。

※能登半島視察の報告内容については、別資料
「能登半島視察 報告資料」を参照

能登半島視察 報告資料

３.事業の取り組み内容検討のためのグループワーク（ワールドカフェ方式）

早稲田学区防災教育地域連携推進事業が実施する３つの事業活動について、今後、地域で実施すべ
き取り組みを提案してもらうため、鍵屋アドバイザーの司会進行より、参加者による意見交換を
ワールドカフェ方式で実施した。
〈事業内容のテーマ〉
①自主防災連絡協議会が学校の先生と一緒になって実施する防災授業
②公民館と地域団体が合同で実施する校外での防災体験学習
③小・中・高校生を対象とした防災リーダーの育成

〈参考資料〉
「早稲田学区における防災学習概要資料」
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❖グループワークのとりまとめ結果

早稲田学区防災教育地域連携推進事業 検討委員会 結果報告書

【提案内容】

Ａグループ

①公助の現状を知るため、消防署・区役所を見学する（13点）
②小学生・中学生だけで避難所の運営をする（10点）
③参観日に訓練をするなど学校で予定外の訓練を実施（９点）
④炊き出しなど防災要素を含む学習を通じて指導員を育成（９点）
⑤中学生がリーダーになって防災ウォークラリーを企画（３点）

【提案内容】

Ｂグループ

①学校を会場として、昼は学校主体で避難所開設運営の練を行い、
夜は地域主体で避難所体験会を開催（11点）
②防災学習の日を参観日にして保護者も参加（10点）
③小中学生で早稲田学区内の被災現場を見学する（10点）
④ロケットストーブなどを使用して屋外での炊き出し練習（５点）

〈テーマ〉①自主防災連絡協議会が学校の先生と一緒になって実施する防災授業

❖ワールドカフェの進め方

①進行手順の説明

②グループ内で自己紹介

③グループで担当するテーマについて取り組み内容を検討

④グループで１人が残り、他のメンバーは同じテーマを検討

しているグループに移動して、テーブル毎に意見交換

⑤最初のテーブルに戻り、他のテーブルで意見交換した内容

を報告し、さらに取り組みを良いものにできないか検討

⑥グループで提案する内容をとりまとめ

⑦全員で各グループで提案された内容を確認し、良いと思っ

た提案にシールを貼る

⑧シールの数が多かった提案内容を紹介して共有

取り組み内容の検討中

シールを貼って得点つけ
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【提案内容】

Ｃグループ

①簡易トイレの体験会を実施（13点）
②避難者や支援者の話を聞く会を開催（11点）
③避難時の食料を自分で準備する啓発学習を行う（11点）
④避難所までのルートを確認する学習イベントを実施（９点）
⑤救命旧講習を実施してＡＥＤが使える人を増やす（８点）

【提案内容】

Ｄグループ

①要支援者の避難訓練を子供と一緒に実施（15点）
②実体験者（ボランティアなど）の生の声を聴く会を開催（12点）
③避難ルートの確認を含めた体験会を開催（８点）
④自分の必要な物を持ってくる避難所生活の体験会を開催（４点）
⑤ＤＩＧ（災害図上訓練）を実施（１点）

〈テーマ〉②公民館と地域団体が合同で実施する校外での防災体験学習

【提案内容】

Ｅグループ

①小・中学校で別々に実施している教員向け勉強会や防災学習を
合同で実施（15点）
②「○○無しで１日生活してみよう」体験会の開催（11点）
③小中学生が地域行事に参加して防災イベントを企画（11点）

【提案内容】

Ｆグループ

①リーダーという名称にこだわらず「防災グループ」などにして
小・中・高をまとめる（16点）
②過去のリーダーを含めて活動参加者をグループLINEでつなげ、
オフ会も実施してつなげていく（11点）
③リーダーの活動内容を広報紙として作り全世帯に配布（３点）

〈テーマ〉③小・中・高校生を対象とした防災リーダーの育成

❖グループワークのとりまとめ結果（続き）

早稲田学区防災教育地域連携推進事業 検討委員会 結果報告書
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４.鍵屋アドバイザーからの講評

・早稲田学区では、今回のグループワークで“体験”を重
視していると感じた。

・グループLINEなどの情報ツールを効果的に使って様々な
つながりを作ることは大切

・防災リーダーについては、防災班とか防災グループとい
う参加しやすそうな名前にするのも間口が広がって良い

・中学校と小学校が合同で防災学習をすると、中学生が自
然に小学生の面倒をみたりするので、助け合う関係がで
きるし、中学生のモチベーションも上がる

・参観日に防災学習をするのもとても良いアイデア

・炊き出し（餅つきなど）の行事に子供たちが参加し、
これを防災につなげていくことは大切な取り組み

５.参加機関からの感想

東区役所地域起こし推進課

・地域で防災教育を進めるためには“コミュニティ”が大切
だと感じた。自分も含めて、地域の皆さんが接点や関係を
持つことが良い活動につながる。
・区役所としてもできることから積み上げていきたい。

東消防署警防課

・早稲田学区は先進的な取り組みを実施しており、防災教育
も様々な取り組みを先行されようとしている。こうした取
り組みを他の地域にも広げていきたい。

早稲田学区防災教育地域連携推進事業 検討委員会
検討結果の事業へのフィードバック

①自主防災連絡協議会が学校の先生と一緒になって実施する防災授業

・中学校と小学校の合同で実施する防災学習の実施を取り入れる
・参観日に防災学習をするなど保護者を巻き込む防災教育の取り組みを入れる

②公民館と地域団体が合同で実施する校外での防災体験学習

・防災に関する体験型の学習機会を増やす
・被災者や災害時に被災地、被災者の支援をする人の話を聞く機会を作る

③小・中・高校生を対象とした防災リーダーの育成

・小学生、中学生が参加しやすい仕組みを作る
・グループLINEで過去のリーダーたちを含めてつなぎ、オフ会開催などで世代間のつながりを作る
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早稲田学区防災教育地域連携推進事業 能登半島視察ヒアリング結果

01 輪島市立輪島中学校 福光校長先生 他

●実施日時：令和７年12月19日(金)14:40～16:00

●実施会場：輪島市立輪島中学校 校長室

●説明 者 ：輪島中学校 福光校長先生、
輪島市教育委員会 小川教育長

写真左から４人目が福光校長先生、５人目が小川教育長

1.能登半島地震発生前の防災教育について

・能登半島では、2007年にも地震を経験していたが、当時
の松陵中学校（現在の輪島中学校は2014年に統合されて
設置）では大きな被害がなかった

・そのため、通常の避難訓練以外に、特に防災教育はしてい
なかった

2.能登半島地震発生後の状況

・地震後３か月は中学校が使用できず、石川県白山市に集団避難して授業を受けていた
・被災直後は、学校内の状況をコントロールできなかった。職員室に自由に入ってきて、避難所運営の方が先生の
パソコンを使っていた。また、どこも避難所開設の時は体育館が割り当てられているが、それだけでは済まない。
さらに、校長が24時間体制で避難所で使用する物品の対応をする状況だった
・４月に中学校に戻った後、小学生も中学校の教室にいたので、小・中学校の合同で避難訓練を実施してみた
・当初は、子供たちの心のケアに注意しており、それが落ち着いて防災の取り組みをしたいと思った時期に9月の
豪雨災害があり、生徒も１名亡くなったため、再び生徒の心のケアを中心に対応することになり、令和6年度は
ほとんど防災教育はできなかった

３．能登半島地震の発生後に取り組む防災教育について

・令和７年度から教育委員会の呼びかけで、輪島市創造的復興教育「つなぐ
プロジェクト」という取り組みを検討して実施する方針となり、輪島中学
校では１つの取り組みとして「ＤＩＧ」（災害図上訓練）を実施した

・２学期には、輪島市のすべての小中学校が参加する一斉避難訓練を日曜日
に開催した。中学生は、小さな避難所にも行き、そこで安否確認までして
から学校に登校してきて、どんな課題があったか振り返りを行った

・次に、同じ地域に住んでいる異なる学年（３年生と１年生など）をグルー
プで分け、もう一度ＤＩＧによる訓練を実施して、自分たちが考えた避難
場所の設定が間違っていなかったかどうか、などの確認をしてもらった

・また、生徒会や“防災リーダーズ”と防災士資格を持つ生徒を中心に、義
援金を贈ってくれた学校、寄付などをしてくれた学校などと、Ｗｅｂ会議
などで県内外の学校との交流をしている

４．事前の備えとして必要となる防災教育とは
・ＤＩＧの訓練は必要だが、地震も津波も大雨も一緒に条件として与えて訓練を実施するのは難しいので、条件を
絞り、家庭で話をして避難場所はどこにすべきか結論を出して提出してもらうような取り組みも必要だと思う

・休日（自宅にいる時）に災害が起こった時の安否確認も困難になる。地域によって通信がつながらない、道路も
通れないなど条件が異なるので、どうやって確認するかが課題になる

・学校外からの支援として、自衛隊や警察など専門家に入ってもらうことは大切。今のところ保護者が参加できる
防災教育の取り組みはないが、小・中学生が合同で実施した避難訓練では、保護者も参加してくれている。

・自分（校長先生）も未だ納屋で生活しているような状況で、仮設住宅にいるような家庭も多い。そういう状況な
ので、保護者を含めた防災教育に取り組んでいるのは、これから先の話になる

・教育委員会が出した「つなぐプロジェクト」を活用することで、これまで学年別に考えて学習内容を決めていた
先生の仕事も減らせるのではないかと考えている

輪島市創造的復興教育プログラム
「つなぐプロジェクト」が位置づけられた
輪島市巨行く進行基本計画（案）
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02 橘 奈穂美さん（輪島市在住、2児の母）

●実施日時：令和７年12月19日(金)16:20～17:20

●実施会場：六銘館 海の駅 漆市場マリン店

●説明 者 ：橘 奈穂美さん

写真後列右から２人目が橘 奈穂美さん

２.能登半島地震発生後の状況

1.能登半島地震発生前の防災活動

・自分が住んでいる地域（輪島マリンタウン）は新しい地域
なので、町内会もようやくできたぐらいの状況

・避難訓練など地域での防災活動はしていなかった

・指定避難所は輪島中学校だったが、最初は家のすぐ山手に
ある自衛隊駐屯地に避難した。ただ、自衛隊駐屯地に上が
る一番の近道も崩れていたので、少し回り道してお墓に上
がる道を通って駐屯地に入った。

・自衛隊駐屯地は災害後だったので敷地が開放されていたが、
グラウンドのような広場は水たまりになっており、限られ
た場所でとどまることしかできず、トイレも開放してもら
えなかったので屋外の何もない場所で、隠す家族もいない
人は、お尻丸出しで用を足すしかなかった。

・夜の８時か９時ぐらいになって輪島中学校が避難所として
開き、移動の指示があったので中学校に移動した

・中学校の体育館も窓ガラスが割れていて寒かった。教室も
避難場所になっていたが人気で埋まってしまっていて、足
を伸ばしては寝られなかった。体育館は足を伸ばして寝ら
れるけど寒く、避難者は自由に好きなところを選んで避難
する状況だった。

・市役所に避難した人は、人が多いため２日目に追い出され
て中学校に来た、という人もいた。

・ふれあい健康センターは早期に電気が回復したので良かっ
たが、人気過ぎて避難者はキツキツな状態だった。それで
も充電できるので人気だった。

・電気がなかったので情報がなく、飛行機事故のニュースな
どもかなり後になって知り、輪島朝市の火事の情報も翌日
になって知るような状況だった。

・ＧＥＮＫＹ（食料品もあるドラッグストア）が早くから開
いて頑張っていた。停電していたので買い物は現金でしか
使えなかった

橘さんが住む
マリンタウン

輪島中学校
自衛隊
駐屯地

日本海

Ｎ

３.二次避難先での活動

・地震発生後５日目に感染症にかかり、隔離されて娘と離れ離れに
なって怖い思いもさせたので、６日目になって１週間ほど野々市市
に移動した。

・両親が二次避難することになり、付き添いで一緒に加賀市の山城
（温泉）に避難し、宿泊先のホテル「加賀百万石」で友人を訪ねて
いったのがきっかけで、ＮＰＯ法人カタリバの人に会い、そこで
スカウトされて働くことになった。

・３か月して電気も水道も復旧したので輪島市に帰ったが、（カタリ
バから）８月にまた活動しますと連絡があり、夏休みに輪島でも活
動するので、スタッフとして参加した時にＮＰＯ法人イマジナスの
皆さんと出会った

橘さんの居住地と避難先の位置関係図

ＮＰＯ法人カタリバの活動の様子
（(株)インプレス社のホームページより引用）
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橘さんが最初に
避難しようと
思ったルート

実際に避難
したルート

土砂崩れで
行き止まり



早稲田学区防災教育地域連携推進事業 能登半島視察ヒアリング結果 02 橘 奈穂美さん（輪島市在住）

4．能登半島地震後の復興

・輪島では電柱も曲がったまま、歩道がガタガタで夜も出歩けない、
イベント会場もガタガタでイベントをしても転ぶ人が出て危ない

・イベント会場や子供たちが使う公園のトイレもつまりやすい
・経済を立て直すため、防災教育などの名目で観光客にたくさん来て
もらってお金を使ってもらい、飲食店、お土産物店、ホテルを復活
させたい

・復興のスピードを上げて未来像を具体的に早く出すことが必要で、
みんな頑張っているが未来が見えないから人口が減ってしまう

・災害関係の工事で知らない人たちが被災地に群がるのが怖い。良い
人もいるが悪い人も紛れ込んでいる。人の土地にゴミを埋めた業者
がいたり、橋の橋名板（銅板）を盗む人がいた（逮捕された）

・お金が上手く回らなくて撤退していく業者もいる
・復興を支援してくれる人、ボランティアで来る人の宿泊施設が被災地内になく、往復で3時間かかる移動時間が
問題。工事を含め移動時間が問題で、人の確保難や復興作業の遅さの原因になっている

・小さな地震であっても、机の下に隠れて揺れがおさまったら出てくる
・防寒で指定の避難所に避難をする
・忘れ物があっても家には戻らない
・小さな地震（震度５）の後で、本当に大きな地震がくる場合がある。
能登半島地震では実際に２回目の地震の方が大きかったので、そうい
うことを伝えていきたい

１）地域を復興するうえで課題だと思うこと

２）被災地での復興を取り組むためにコミュニティとして必要だと思うこと

・仮設住宅住まいの人、仕事を無くした年配の人が引きこもっているのが心配
・子供たちの遊ぶ場所も必要だが、大人の趣味・コミュニティの場所も必要。スポーツが出来たり、グランドゴル
フやゲートボールなど出来たらいい

・ゲームセンターやパチンコ店も必要。娯楽が少ない。それが理由で引っ越す人もいる

５．事前の備えとして必要となる防災教育

１）大災害発生時に備え、子供たちに教えておくべきだと思うこと

・まずは指定避難所を知っておく。そして日頃からの防災訓練は必要。
・避難施設に入るための鍵のある場所を知ったり、簡易トイレの使い方
を練習したりしておく。

・２年経ったら復興していると思われるかもしれないが、被災者の人生
は全然立ち直れていない。

・知らない土地でも、どこに避難すれば良いのか分かるようにしておく。
・最初に震度５の地震の時はすぐに揺れもおさまったが、その後の震度７の時には揺れている最中に電気がパパ
パッと消え、冷蔵庫の扉は開いたり閉まったりしていた。

・揺れがおさまって暖かくして外に出てみたら、液状化して水が流れていて、雨でもないのに水が降っていて、
道には穴がたくさん開いていて、でこぼこと形が変わり、道の真ん中は通れなくなっていた。

・孤独になって、忘れ去られていくことが一番怖い。伝えていくことが重要。

２）災害に強い地域づくりをするために子供たちに必要な防災教育とは

・地域として、テント､段ボールベッド､段ボールトイレ､簡易トイレ､
食べ物（防災食品）､水､毛布､オムツ､ナプキン､ペットシートなどを
備えておく必要がある

・地域の拠点となる公民館とかに、紙皿､コップ､お箸､缶詰､ストーブ､
灯油､やかんがあったらいい

・地域で防災の倉庫もあるが、賞味期限が迫る水を使ってしまった人
がいて、それを補充していなかったので災害の時に使えなかった

・地域で年１回の防災避難訓練をして、食料や水などの賞味期限の確
認、防災食品の調理や管理などしたり、仮設トイレの練習をしたり
することが必要

・個人的には小銭が必要（買い物する時にクレジットは使えない）
・地域の人とのLINEのつながりがあったらいい（安否確認の時など）
・地域ごとに集合場所を示すような“旗”を作るのはどうかというアイデアもある（実際に作っている地区がある）

ヒアリング会場の漆市場マリン店

輪島中学校の避難所の様子（令和6年1月24日時点）
大阪府守口市のホームページより引用

輪島市マリンタウン近くの道路状況
（東京大学 能登地域の地震被害調査（速報）より引用）
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03 山本 涼華さん（穴水町役場職員）

●実施日時：令和７年12月19日(金)18:00～19:00

●実施会場：さわやか交流館プルート 会議室

●説明 者 ：山本 涼華さん

写真左から４人目が山本 涼華さん

２.能登半島地震後の復興における課題

・コミュニティの維持がとても課題となっている。

・能登では「キリコ祭り」という伝統行事がある。昔は小さな地域で

も実施していたが、人口減少や若手がいなくなっていくことで無く

なっていく地区もあり、近年は学生などにお手伝いで来てもらって

実施していた。

・今回、地震が起こって、このお手伝いする人の滞在施設が多く被害

を受けてしまった。キリコを保存している倉庫も被害が出て、キリ

コ自体が壊れてしまった物もあった。

・今年、２か所でなんとかキリコ祭りを実施できたが、これから先、

どこまでキリコ祭りを続けていけるかは課題になっている。

・穴水町は高齢化率も高い中で、高齢者の見守りも課題になっている。

・今、仮設住宅狙いの詐欺被害や押し売りが非常に多く発生していて、

高齢者をどのように守るのかが問題。互助として機能するコミュニ

ティ作りを仮設住宅でどのようにできるのかという課題がある。

・人口減少、若者の減少が課題。今、穴水町は人口減少が目立ってい

ないが、それには理由があって、復旧。復興事業で一時的に住所を

移している作業員の方などがいるためで、この方がいなくなると、

一気に人口減少があらわになると思う。

・役場職員は、発災時に休職していた人が離職するぐらいで数は減っ

ていないが、災害後頑張っていた人が休職してしまっていることが

課題になっている。支援職員の方もいるが、それも来年以降は減っ

てしまうと思うので、状況は厳しくなると思う。

穴水町応急仮設住宅 川島第２団地Ｂ
（Google Mapストリートビューより）
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・自分は物資の班にいて、発災当時は物資の配給を担当して
いたが、どこに何人が避難しているのか把握するのが大変
だった。自衛隊の人が来て、物資の管理をしてくれるよう
になったので助かった。

・物資も２時間毎に届いたりして、発災後３日ぐらいは全く
寝ることができず、時々気絶しているような状態だった。

・避難所を地域で運営しているので、受付なども特にしてお
らず、またお正月で町外の人が多くいて避難しているので、
最初は避難者の情報管理がまったくできなかった。

１．能登半島地震の発生時の状況

穴水総合病院の避難状況(令和6年1月2日時点）
（中日新聞ホームページより引用）

海の中でのキリコ祭り「沖波大漁祭り」
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５．事前の備えとして必要となる防災教育

・穴水町の場合だと海・山・川には近づくな、と教えることが大前提。穴水町は海と山に囲まれているので、逃げ

る場所は限られるが、かつて土砂災害が発生した地区（由比ヶ丘地区）の近くには高校があるのでグラウンドに

逃げる、といったことを教える必要がある。

・子供は活動範囲が広いので、自宅以外にここにいたらどこどこに避難する、といったことを教えておく必要が

ある。子供は自分で判断するのが難しい場合もあるので、行動する範囲での避難先を伝えておく。

・決めた避難先への避難を練習しておくことも大切。

１）大災害発生時、自分の命を守るために子供たちに教えておくべきだと思うこと
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２）災害に強い地域づくりをするために子供たちに必要な防災教育とは

・学校で実施する防災訓練を真剣にしてもらう。防災訓練には、避難に

必要な要素が詰め込まれているので、それを真面目にやる事も必要。

さらに訓練を（自宅などで）自分でもやってみておくことが大切だと

思う。子供ができるだけ指示なく行動できれば良い。

・防災訓練の時に地震が体験できる車両などを使って、地震の揺れを体

感しながら、避難の必要性の知識を紐づけできるような方法が良いと

思う。体験が無理であれば映像を見て感じることも必要だと思う。

４.大きな災害発生に備えて災害発生前に地域で備えておくべきこと

・備蓄にしても、その地域だから必要と思われる物を備蓄することが大切だと思う。

・能登半島地震の事例でいけば、支援物資も子供の物は届くが高齢者の物は届かない。高齢者用のオムツや尿漏れ

パッドが足らずに困ったので、そういう備蓄が必要。

・アレルゲンフリーの食料備蓄も必要。アレルギーを持っている方は、最初に支援で届くパンなどは食べられない

のでアルファ米などの備蓄が必要。

・地区単位での避難訓練も有効だと思う。避難訓練が出来なくても避難先を決めて、避難ルートや声かけをする人

を確認しておくことが大切。

・医療ケアの備えがいる。（能登半島地震でも）実際に水がなくて透析ができなかった人がいたので、そうした方

への対応ができる準備が必要（かかりつけ医の確認など）

３.被災地での復興を取り組むためにコミュニティとして必要なこと

・地域の方々との合意形成が必要だが、キリコ祭りに代わる地区が

団結できる何かが必要。実際にキリコ祭りがなくなってしまった

地区もあり、小さな夏祭りなどでもいいので、自分たちでできる

何かしらのイベントや子供会の行事など、その地区に合わせたコ

ミュニティ維持のための何かが必要。

・穴水町は（昭和の時代に）、穴水地区・兜地区・住吉地区・諸橋

地区の４つの地区が統合されてできており、今でも各地区の帰属

意識が強い。行事をしても「それは穴水地区の行事」と思われて

しまうので、各地区での行事などが必要。

・穴水町の自治会加入率は100％である。

・コミュニティの最小単位は自治会であり、連合自治会などはない。

町内に小学校は２つ、中学校も１つしかないので、学区という概

念もない。
穴水町の地区エリア図

穴水町防災訓練(令和7年10月5日開催）
（中日新聞ホームページより引用）
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04 荻野 大さん（能登町在住、マッハコーヒーオーナー）

●実施日時：令和７年12月20日(土)16:30～17:30

●実施会場：マッハコーヒー店舗内、真脇地区内

●説明 者 ：荻野 大さん

写真左から５人目が荻野 大さん
（マッハコーヒー店舗内にて）

２.荻野さんの住む真脇地区の様子 ※真脇地区を歩きながらお話しを聞く

・（防波堤沿いの道路は）地震の前はきれいな道だったが、地震で段差ができてガタガタになってしまっている。

・（真脇の）地域としては３割りぐらいの家が取り壊された。

・津波は２ｍぐらいの高さで押し寄せてきた（防波堤の高さと同程度）

・沖合の港の入口あたりがリーフ（浅瀬）になっていて、そこで津波の力が分散して力が弱まったので、町が津波

の力で被害を受けることはなかった。

- 7 -

・地元の飲食店は再開し始めているが、人口は、珠洲市では

半分以下になっていて輪島市も同じような状況。

・地元に残っている人はお金に余裕がない。

・（被災者の）約６割が仮設住宅に住んでいて、義援金など

は分配されているが、住宅の価格が１坪当たり１８０万円

と高騰してて、家は再建できない状況。

・最近、仮設住宅の人に聞いてみると、５％の人が家の再建

を始めたと話している。また、１５％の人は家の再建計画

を考え、３０％の人は災害公営住宅に入る計画をしている。

残りの人は、どうしたら良いか分からない状況。

１．能登半島地震、豪雨災害後の被災地の現状について

・家の再建を決められない人は、家の再建のため借金をする

ことがネックになっている。

・地元から離れたくない、生きていたい、よその地域に行き

たくはない、でもお金はない、という現実の中で、高齢者

に寄り添った現実的な対応方法を伝える必要がある。

・被災者への支援は、物資や資金などの直接的な支援もある

が、生活再建に向けた色々な方法について調べ、生き延び

方の知恵を提供してあげることも支援につながると思う。

・被災者の支援で健康体操をしていたりするが、本当にそれ

がしたいのか、と疑問に思うことがある。美容院をしてい

たような人なら、美容をしてお金を稼ぎたい、という人も

いるのではないかと思う。

能登町真脇地区の防波堤沿いの道路

・真脇地区の人はあまり遠くには行っていない。穴水町と能登町

は町外移転が少なく、町外に行った人が15％ぐらいではないか

と思う。輪島市と珠洲市は５割ぐらい出てしまったと思うので、

地震が起きる前の状態には復興はできない。

・地震が起きて思うのは、あらゆる物がゆがんだ状態のままなの

で、この状態で育つ子供たちが、発育障害を起こすのではない

かと心配している。そんな状況なので、子供のいる家庭ほど外

に出て行ってしまう。

・珠洲市などは、道路の状態がかなりひどいので、車を運転して

いても 酔ってしまう。

・そういった技能を持っているような方が働ける仕組み作りはできていないが、例えば被災地で使えるアプリのタ

イミーのような仕組みや、公民館で募集できる仕組みができるといいなと思う。

・地域内にある事業所単位で動いてくれればよいが、そこまで動いてくれる人もあまりいないので、それで動こう

とすれば社会福祉法人にするか、就労支援施設の認定を受けるかなにかしないといけないと思う。あるいは、既

存の仕組みを上手く使えないか、とは思う。

真脇地区
能登町役場

能登町真脇地区の位置図（Google Mapより）

Ｎ

マッハコーヒー
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５．事前の備えとして必要となる防災教育

・人の言葉を鵜呑みにするのは良くないので、自分で判断できる力を養うこと。

・誰かがなんとかしてくれる、と思わずに、自分でなんとかする力が必要。

・被災地でも誰かがなんとかしてくれる、と思って暮らしている大人の姿を見続けて、その大人の姿のだらしなさ

に子供たちが嫌気をさしている事例もある。

（例：支援物資で衣料品を提供された被災者が、他の支援で少し格下のブランド品の提供を受けた時に「なんだ

こんなつまらない物」と言ってしまう大人がいる、炊き出しで提供される食事を選り好みしてしまう、など）

・普段から自分の命を守るために、自分で生き延びる方法をちょっと考えるくせをつけておく。

・まずは一晩を生き延びるために必要なことを考えさせる。

・どこでもトイレができる図太い神経を持つことも必要だと思う。

１）大災害発生時、自分の命を守るために子供たちに教えておくべきだと思うこと
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２）災害に強い地域づくりをするために子供たちに必要な防災教育とは

・災害が起こった時の大きな課題は生計の立て直しになるので、被災後

にどのようにお金を稼げばよいのかを伝えることが大切。

・防災の知識なども必要だと思うが、子供たちが自分だけでできること

を体験させて実際に災害が起きた時に自ら判断し行動できるようにす

れば良いと思う。

・ボランティアとしてすること、お金を稼ぐためにすることを、子供た

ち にも教えておくことは良いことだと思う。

３.令和６年能登半島地震後の復興について

・生業の再生と子供が良好に成長する環境づくりは課題だと思う。

・女性はコミュニケーション能力が高いのでまだ良いが、男性の方

が生活を再建するうえでは問題があるように思う。大工さんなど

が技術はもっていても、道具が地震や津波ですべて失われ、被災

前のように仕事はできずに自殺してしまった人もいる。

・行政機関も災害対応で通常業務も十分にできない中で、地域も痛

みを共有しながら再生をしないといけないが、主には経済的な要

因が課題になると思う。収入はない、物価は高くなるという環境

で、お金の価値は半分ぐらいになってしまう。

・奥能登では漁獲量が減り、魚の値段が高騰したために地域の人が

買えない状況なので、漁村でも店に肉しか並ばない。石川県全体

でも地震前の６割ぐらいしか漁獲量がない。

能登町立小木中学校では伝統的に生徒主体
での防災教育に取り組んでいた
（小木中学校ホームページより引用）

１）能登半島地震の発生後に地域を復興するうえで課題だと思うこと

・定期的に集まって話ができる環境が必要だと思う。

・真脇地区では密やかなコミュニケーションが維持されているが、被災が深刻な地域では、災害ボランティアの方

が入ってそういう場を作り、住民同士をつなぐ努力をしている地域もある。

２）被災地での復興を取り組むためにコミュニティとして必要だと思うこと

・食料、水、仮設トイレが必要。

・トイレは、地面に穴を掘ってその上にトイレの建屋を建てられる

スキルがあった方が良い。便器に袋をかけて使うタイプは、ゴミ

の山になるので対応が大変。

・被災直後はゴミ処理の担当者も被災していて収集も焼却も機能し

ないので、当面、個人で処理するしかなくなる。

３）大きな災害で地域が被災した場合に備えて、
災害発生前に地域で備えておくべきだと思うこと

避難所でコーヒーを提供する荻野さん
（グリーンコープのホームページより引用）

能登町では1月5日には外部から仮設トイレ支援
が開始されたが、一部の避難所に限った支援で
あり、多くの地域でトイレの対応に苦労した

※この報告書は、荻野 大さんからお伺いしたお話しを一部要約しています
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05 高橋 正浩さん（七尾市在住、元七尾市議会議員）

●実施日時：令和７年12月21日(日)10:10～11:40

●実施会場：海よ友よ（うどん店店内）

●説明 者 ：高橋 正浩さん

写真後列左から３人目が高橋 正浩さん

・能登半島は、震災前の過去にさかのぼっても、目標となる時
点がないので、災害後の現在をゼロベースとしてあるべき姿
を議論したうえでゴールを設定しないといけないと思う。
・復興について精神的な目標は立てやすい。一方で、ハード的
な事業計画となると、過去に計画がないので、合意形成など
は困難になる。よって、個別の再建は別として、町全体とし
てどの程度復興したのかという説明は難しく、それを始める
ためには復興のイメージを共有することが課題だと思う。

１.令和６年能登半島地震後の復興について

１）能登半島地震の発生後に地域を復興するうえでの課題

・地域でリーダーシップをとれる人も少ないという点も課題である。
・建設費の高騰も課題。５年前なら30億円ぐらいと思っていた工事が50
億円ぐらいかかる。民間事業ではこのコスト増が重い負担になる。
・東日本大震災と比較されるが、10年以上時代が進んでしまっている中
で、地域の高齢化が進んで働き手や担い手の確保は難しくなり、働き
方改革で若い人達も昔のように頑張れない。また、県庁所在地が被災
せず、金沢の人たちは他人事で、復興を進めるのは難しい。

被災直後の和倉温泉繁華街
（神奈川新聞のホームページより）

・七尾市では、公民館はコミュニティセンターになっており、地域づくり
協議会が運営している。公民館は、地域の小規模自治の拠点として機能
するべきで、公民館で事業化・予算化できるように位置付けるため、七
尾市のまちづくり協議条例を改正した。公民館長も地域づくり協議会の
事務局長にして、報酬と体系も見直して、小規模多機能自治をする施設
としている。
・自分も能登島の地域づくり協議会で活動している。この協議会で実施し
ている活動、例えばロードレース大会などでは、1000人の参加者の受付
をして、1000人の参加者がゴールしたら食べ物などを配るのは防災訓練
と同じである。これをしておけば、1000人の人が避難しても、必要な機
材がどこにあるのか、誰が炊き出しのリーダーになれるのか、救護班は
どのように対応するかなどの訓練につながる。
・老人会と子供会の活動を普段から活発にしておけば、災害時に支援が必
要な人を減らすことができ、限られた人員で効果的な災害対応ができる。 能登島ロードレースの様子
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２）被災地での復興を取り組むためにコミュニティとして必要だと思うこと

・地域が当たり前の活動ができて、10年後の将来を計画していれば、それを被災
した時に目標にできる。地域住民としての責任を果たすことを感じることがで
き、高齢者と子供たちが支える側になれるかで大きく変わる。
・地域づくり協議会を作って良かったのは、町会長が地域を運営していた時代と
は異なり、女性や若い世代の人の意見が聞ける場があること。
・中間支援組織としての役割・位置づけを定義して、丁寧に機能させるために
トレーニングしておくことで、中間支援組織の厚みが増す。この厚みを増す
ことが最大の備えになる。
・学校のコミュニティスクールにしても、地域側に学校を支援する仕組みがあっ
て初めてできるのであって、誰でも学校に入れる訳ではなく、中間支援組織と
しての役割は必要。
・能登島でも今も仮設住宅に住んでいる方はいるが、中間支援組織としての協議
会が自治力を鍛えていたから、仮設住宅の町会もできたし、避難者数の減少に
合わせて子供たちが学校に行けるよう小学校を閉鎖できた。

３）大きな災害で地域が被災した場合に備えて、災害発生前に
地域で備えておくべきこと

能登半島地震後に作成された
能登島将来ビジョン2.0
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２）災害に強い地域づくりをするために子供たちに必要な防災教育とは

・学校生活を含めて日頃の暮らし方がどう防災につながるのかを理解させることが必要。シンボリックに防災訓練

を実施することももちろん大切だけども、日常でみんなが関わる暮らしの場面、並んで座る、大人の話をきちん

と聞く、上級生が下級生の面倒をみることなど、あらゆることが防災につながること、役に立つんだということ

を子供たちに伝えることが教育になる。

２.事前の備えとして必要となる防災教育について

・まずはどこに避難するのか、災害時に子供に難しいオペレーションを

実行させることはできないので、避難の方法を徹底させることが大切

だと思う。（学校以外にいる時は）避難情報が出たら川など危ない場

所には近づかず、真っすぐ避難する。ただし、学校にいる時は先生の

指示をしっかり聞いて守れるのが大切。

・発災後の１時間もしくは２４時間までは自分の身を守るということが

大切だけど、もっと大切なのはその後にみんなで助け合わないといけ

ない状況になってからだと思う。ただ、そこを教育として教えてい

くことは簡単ではなく、日々、様々な場面で教えていくしかない。

・トイレや食事の問題は、子供だけではどうしようもないので大人がす

るが、そこは思っている以上に公的な支援がしっかりしている。必要

な物資も必ず届きはするが、何が必要なのかを決め、届いた時にそれ

を分配するのは地域でしないといけない。それができるように地域の

練度を高め、そこに子供も参加するようにできる環境作りが必要。

・職員室に「万事、防災」と貼っておくことをオススメする。

１）大災害発生時、自分の命を守るために子供たちに教えておくべきだと思うこと

３.その他意見交換

（問）行政としては、避難所の早期閉鎖を目指し、学校機能を早く回復させる方針だが、避難所である学校に残りたいと
いう避難者もいる中、このような避難者に対して、行政と地域はどのように説得をするべきか

能登島での高台避難訓練の様子

※この報告書は、高橋 正浩さんからお伺いしたお話しを一部要約しています

・避難所から出たくない人はいるが、避難所をどんどん集約して最後は１つにするしかない。ただ、避難者も

準備があるので１～２か月前にお知らせをする必要があり、中間支援組織と協力して対応できるようにする

（問）学校の避難訓練の見直しが必要だと思った。決まった時間に放送が鳴り、雨だったら（想定が地震なのに）体育
館に避難して、というあり得ない状況で訓練している。もっと考えさせる訓練が必要だと思った。

・中学校はクラブ活動などでの生徒との接点も希薄になる。放課後に災害が発生した時のリスク管理も必要。

災害時には生徒と同様に先生も守らなければならない。そのために先生と生徒、先生と保護者の間のルール

も必要だし、学校と行政機関の間でも事前に様々なことを取り決めておくことが重要になる。

（問）ＮＰＯ法人として地域の防災ネットワークに参加しているが、
災害時にどのような方法で協力していくか、団体としての共通
認識を持ち、どう進んで行くかを話し合っておくことが大切だ
と感じた。

・中間支援組織を育てるために必要なのは「エージェント（仲

介者）」だと思う。災害時でも行政と地域が目標は一緒でも

具体的な対応になると話がかみ合わない場合が色々とある。

そこを上手くつなぐ役として、ＮＰＯ法人の役割は大切だし、

客観性と専門性をもって先を見ながら助言すべきだと思う。

高橋さんとの意見交換の様子

（問）避難所を開けないといけない時に、自分が不在でもとりあえず
２～３日は地域で頑張れるような仕組みや体制を作りたい

・トイレの段取りをどうするか、鍵がない時に窓を破っていい

のか、といった事を決められないことが問題。それを決めら

れる人が必要になるので、どの人なら任せられそうなのか、

日頃の活動や付き合いの中で見つけていく必要がある。



防災学習の手引き書

広島市立早稲田中学校

早稲田中学校の総合的な学習の時間では、「平和学習」「キャリア学習」

「防災学習」の3つを学習の柱としています。本書では、「防災学習」に

ついて、これまでどのような学習内容を実施してきたのかを紹介します。

令和 8年 1月
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１章 | 防災学習の概要

● 防災学習のねらい

● 実施までの流れ

早稲田中学校の防災学習は、総合的な学習の時間の全体テーマである「地域社会で共に生

きる」に基づき、地域の防災に対して、自分たちはどのような取り組みができるのかを探求

しながら、地域の自主防災組織（早稲田学区自主防災連絡協議会、以下わせだ自主防）と協

力して地域の防災にとって必要な知識・技能を習得します。さらに、習得した知識・技能を

活かすために、地域の防災の在り方を考え、自らの生活や行動に結びつける意識を養うこと

をねらいとします。

■ 補足

早稲田中学校のある早稲田学区は、三方を山々に囲まれており、大雨や地震による土砂災

害の危険性があります。実際に平成30年の西日本豪雨では、早稲田学区も被害を受けていま

す。そのような中で、地域組織によって作成された地域防災計画「わせだ防災プラン」と、

早稲田中学校で進めていたコミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）との方針が重

なったことから、令和4年度から、地域と連携しながら、3学年通して防災をしっかりと学ぶ

学習スタイルとなりました。

● 学習のステップ

防災学習は、3年間を通して以下のステップで学習し、スパイラルアップを図ります。

「わせだマイタイムライン（避難行動計画）」の

作成による行動の意識付け

「災害エスノグラフィ」、「防災スキルアップセ

ミナー」などによる災害時の実行力向上

「ワークショップ」、「クロスロード」を踏まえた

レスキューカード作成による実践力の定着

防災学習は、基本的にわせだ自主防の防災士と協力して実施しています。そのため、実施

に向けてわせだ自主防と学習内容や役割分担に関する打合せを行います。防災学習実施まで

の流れは例年次の通り進みます。

3

3
年
次

2
年
次

1
年
次

防災学習の

実施

• 自主防災との打合せ、授

業計画書のやり取り(数回)

• 印刷準備 など

学校内での事前勉強会

※実施有無や時期は

その年に決定

自分の命を守る

近所（周囲）の人を

助ける

災害時に地域のために

できること

学習のメインテーマ



２章 | 防災学習の内容について ー2025年度の実施内容よりー

●１年次の防災学習

１年次では、『自分の命を守る』を学習のメインテーマとします。

まず、「わせだ防災マップ」を活用し、マップ上で災害の危険性や必要な備え、防災行動

などについて自分たちで考えます。

さらに、過去の被災現場を見学しながら、事前に自分たちが考えた防災行動や備えが正し

いか、不足している点はないかなどをグループで意見交換し、防災行動の考えを深めます。

最後に、マイタイムライン（避難行動計画）を作成して、災害時（主に土砂災害）の防災

行動を具体化し、自分の命を守るための行動や備えを計画します。

4

プログラム２

わせだ防災マップを見ながら自宅や通学路にある

災害の危険性について確認し、命を守る行動を考

えることで、災害への備えの必要性を確認する。

→授業計画書例はp5

災害現場で「命を守る行動」を考える

実際に災害現場を見学して、防災マップだけでは

分からない情報を知るとともに、防災マップを見

て考えた備えや行動と実際を比較して、気づかな

かったことなどを自身の中で更新する。また、他

者の異なる意見を聞くことで、災害時の行動につ

いて理解を深める。

→授業計画書例はp6

わせだ防災マイタイムラインの作成（グループワーク）

大雨時に取るべき避難行動計画をマイタイムライ

ンとして整理し、安全を確保するための自分の行

動計画を具体的に決める。また、グループでお互

いの計画のポイントを共有する。

→授業計画書例はp7

プログラム１ 防災マップから考える（グループワーク）

プログラム３

●実施されたプログラム

2025年度に実施された内容を基に、各学年の学習内容について紹介します。
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１年次の防災学習

◎ 学習の目標：命を守る行動を考えることから災害への備えの必要性を確認する。

わせだ防災マップから、災害の危険性を確認する。

◎ 準備品：【中学校】配布資料1-1：防災クイズ回答シート

配布資料1-2：グループワークまとめシート（A3サイズ）

道具類：赤いマジック（サインペン）

【自主防】配布資料1-3：防災士認定カード

道具類：わせだ防災マップ（A2サイズ、15枚）

プログラム１ 防災マップから「命を守る行動」を考る 授業計画書(2025年度版)

段階 時間 担当 学習内容 留意点 使用教材

①防災クイズ
13:35 中学校

・自己紹介（防災士から）

《パワーポイント：防災学習の目的》 説明資料1-1

・防災学習の目的を説明

13:40 ・防災に関する３択クイズのルールを説明

《パワーポイント：防災クイズ》 説明資料1-1

　→　正解した生徒は回答シートに〇印をつける 配布資料1-1

　→　クイズの問題に関して解説を行う

・最後に最多正解者を表彰

14:10 　→　「早稲田学区防災士」認定カードを渡す 配布資料1-3

②平成30年7月西日本豪雨での早稲田学区内の被害を知る
自主防

《パワーポイント：防災学習の目的》 説明資料1-1

・H30.7豪雨での早稲田学区での被災状況を紹介 基本的に生徒に問いかけながら進行する

・早稲田学区で注意すべき災害を確認 （生徒は保育園年長の時）

14:25 　→　主に地震・土砂災害・火災に注意

＜　休憩　＞

③【グループワーク】防災マップから災害時の行動を考える
14:35 中学校

・グループワークの形に変更

・「わせだ防災マップ」をグループに配布 道具類

 《パワーポイント：防災マップで行動を考える》 説明資料1-1

・防災マップに以下の場所をマーキングする 道具類

　①早稲田中学校

　②西日本豪雨被災箇所

　　→　女学院大学奥の土石流現場

　　→　神社通りのがけ崩れ現場

14:45 ・自宅、通学路での危険性についてマップで確認する

15:00 グループワークまとめシートに記載 配布資料1-2

④【ディスカッション】自分の命を守るための備え
自主防

15:10 《パワーポイント：命を守るために必要な備え》 説明資料1-1

■意見交換

・災害時に１人の場合、自分の命をどう守るか考える 生徒を何人か指名して尋ねる

・自分の命を守るために必要な備えを考える

15:25 ・次回のお知らせ

生徒が答えた内容について意見や助言
をする

ま
と
め

(

1

5

分

)

導
　
入

(

3

5

分

)

展
開
①

(

1

5

分

)

・大雨の時に注意すべきこと、必要となる備え
　についてグループで意見交換する

・大雨の時に自分の命を守るために必要なこと
　をグループでまとめる

展
　
開
　
②

(

3

5

分

)

わせだ防災マップの使い方を解説しなが
ら進行する

生徒がどの程度災害について理解してい
るかを確認できるよう、できるだけ余計な
説明をせず、意見交換をさせる

クイズの答えについて、防災士から解説
を加える

グループ発表

平成３０年７月豪雨災害の振り返りによる早稲田学区の危険性の確認

防災３択クイズ

「命を守る行動」をとるために必要な備えを確認する

わせだ防災マップで災害時の危険性や備えを考える



6

１年次の防災学習

◎学習の目標：災害現場で説明を聞くことで、防災マップ上では分からない、新たな情報を知る。

防災マップを見ながら考えた備えや行動について再確認し、気づいた情報を更新する。

災害現場を見て考えた意見を他者と共有し、異なる価値観を確認した上で、最適な行

動を考える。

◎準備品：【中学校】配布資料1-3：「クロスノート（生徒用）」（生徒人数分）

道具類：グループ意見整理シート（Ａ３サイズ、グループ数分）

【自主防】説明資料1-2：「防災クロスロード」

配布資料1-3：「クロスノート（出題者用）」

道具類：YES･NOノーカード、丸シール（大、青・黄）

プログラム２ 災害現場で「命を守る行動」を考える 授業計画書(2025年度版)

段階 時間 担当 学習内容 留意点 使用教材

13:35 中学校

・防災士の自己紹介
・見学先、見学時の注意点などについて説明

13:40 ・生徒の人数確認後、現場に向けて出発
　【１組】広島女学院大学の土石流発生現場
　【２組】神社通りのがけ崩れ発生現場

14:00 自主防

・現場到着
　《紙芝居：平成30年7月の災害発生状況》 説明資料1-3,1-4

・災害発生時の状況を説明
・災害の発生原因について説明
・災害発生後の状況を説明
　→　地域への影響
　→　避難所の運営や被災場所での対応など
・災害後に取られた対策内容を説明
　→　ハード対策を中心に説明
・地域として災害に対する思いを説明

14:20 ●生徒からの質疑応答

14:30 ・見学場所から出発
14:50 ・中学校に到着

＜　休憩　＞
14:55 中学校

・災害現場で確認したことを整理
・確認したいことがあれば防災士に確認
・まとめシートの内容を更新 道具類

15:05
・先週のまとめから更新された情報を発表 他のグループのまとめを共有する

15:15 《パワーポイント：災害後に地域で考えたこと》 説明資料1-2

・災害後に地域で実施した主な活動を紹介
・個人ごとに必要となる備えと行動を説明

・来週の授業内容を告知 「わせだマイタイムラインの作成」

・「わが家の防災準備リスト」の作成を宿題にする 配布資料1-4

・ジュニア防災リーダーの募集案内 道具類

15:25

ま
と
め

(

1

0

分

)

地域が担うのは防災行動を考えるため
のきっかけ作りであり、最後は自己責任
であることを説明

展
　
開
　
①

(

5

0

分

)

安全に留意し、右側通行を徹底するよ
う確認する。

説明担当以外の防災士も災害を受け
て、命を守る備えについて自分なりの思
いを伝える

安全に留意し、右側通行を徹底するよ
う確認する。

展
　
開
　
②

(

2

0

分

)

防災士はグループ毎に質問等がないか
聞き、できるだけ生徒と意見交換をする

導
　
入

(

2

5

分

)

グループ発表

災害現場の見学準備

【地域取材】災害現場を見学し災害時の行動について考える

【グループワーク】命を守る備え・行動の再確認
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１年次の防災学習

◎学習の目標：わせだマイタイムラインの作成により自分にとっての避難行動を考える

◎準備品：【中学校】配布資料1-5：グループワークシート（A3サイズ、各グループ1枚）

【自主防】説明資料1-3：「わせだ防災マイタイムラインの作成」

配布資料1-6(図1)：マイタイムラインシート、避難行動フロー図、

避難行動シール 各60枚

わせだ防災マイタイムラインの作成（グループワーク） 授業計画書(2025年度版)プログラム３

段階 時間 担当 学習内容 留意点 使用教材

13:35 自主防

・自己紹介（防災士から）

　《パワーポイント：これまでの学習のふり返り》 説明資料1-5

13:40

●ガイダンス：わせだ防災マイタイムラインについて

　《パワーポイント：わせだマイタイムライン》 説明資料1-5

〔ガイダンス内容〕

　・警戒レベル、各種情報の意味

　・早稲田学区における避難場所､分散避難

14:00 中学校 ●マイタイムラインの作成

　《パワーポイント：マイタイムラインの作成》 説明資料1-5

・避難判断フローを使用して避難先を決める 配布資料1-6図1内③

・避難先を記入する

図1内①、④

14:25 2回目で配布した配布資料1-4

14:35 中学校

　《パワーポイント：マイタイムラインの共有 》 説明資料1-3

配布資料1-4

（書き出す内容）

　◆避難先（在宅避難・どこかに避難）

　◆｢在宅避難｣を選んだ人の行動内容を整理

　◆｢どこかに避難｣を選んだ人の行動内容を整理

　◆大切な備えや行動ベスト３を選ぶ

15:00

15:15

自主防

・マイタイムラインで大切なことは何か

　→　災害が起こりそうな時の備えを確認すること

　→　作成した計画を必ず実行すること

・防災学習を通じて忘れないでほしいこと

15:25

・1回目のわせだ防災マップで考えたこ
と、災害現場で考えたことを振り返る

時間があれば、マイタイムラインを作成
してみた感想を生徒から聞く

〈グループ発表〉

＜　休憩　＞

展
　
開
　
②

(

4

0

分

)

ま
と
め

(

1

0

分

)

・1回目、2回目の学習で実施したことを確認する

・グループ毎にグループシートで以下の項目の
　整理結果を書き出す

・「わが家の防災準備リスト」の備えも確認する

・避難行動シールをマイタイムラインシートに貼る

導
　
入

(

5

分

)

展
　
開
　
①

(

4

5

分

)

これまでの学習をふり返る

「わせだ防災マイタイムライン」の作成

「わせだ防災マイタイムライン」で大切なこと

マイタイムラインの整理と情報共有

図１ 配布資料6：マイタイムライ

ンの作成時の配布資料の内訳
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１年次の防災学習

●使用された教材について（2025年度分）

種類 番号 内容
該当

プログラム
掲載頁

1-1 防災マップから考える 1 p9~

1-2 災害現場から考える 2

1-3 がけ崩れ_現場説明資料 2

1-4 土石流_現場説明資料 2

1-5 わせだ防災マイタイムラインの作成 3

1-1 防災クイズ回答シート 1

1-2 グループワークまとめシート 1

1-3 早稲田学区防災士認定証 1

1-4 わが家の防災準備リスト 2

1-5 マイタイムライン グループシート 3

1-6 マイタイムライン 行動シール 3

説明資料

配布資料

(ワークシートなど)

授業の中で使用された教材（説明資料やワークシートなど）を紹介します。
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１年次：説明資料1-1「防災クイズディスカッション」(1/2)



10

１年次：説明資料1-1「防災クイズディスカッション」(2/2)



11

１年次：説明資料1-2「防災クロスロード」(1/2)



12

１年次：説明資料1-2「防災クロスロード」(2/2)



13

１年次：説明資料1-3「わせだ防災マイタイムラインの作成」(1/2)



14

１年次：説明資料1-3「わせだ防災マイタイムラインの作成」(2/2)



15

１年次：配布資料1-1「防災クイズ回答シート」



16

１年次：配布資料1-2「防災士認定カード」



17

１年次：配布資料1-3「防災クロスノート」（1/3）



18

１年次：配布資料1-3「防災クロスノート」（2/3）



19

１年次：配布資料1-3「防災クロスノート」（3/3）



20

１年次：配布資料1-4「わが家の防災準備リスト（１週間分）」



21

１年次：配布資料1-5「わせだマイタイムライン グループシート」



22

１年次：配布資料1-6「マイタイムライン 行動シール」



23



●２年次の防災学習

２年次では、自分の命が守れることを前提に、『近隣（周囲）の人を助ける』を学習のメ

インテーマとします。

災害エスノグラフィ（災害時の聞き取り調査でまとめた記録）や、ワークショップでの話

し合いを通して、自宅が被災した場合に必要な備えや行動を考えるとともに、自らの安全を

確保したうえで、近隣の人を助けるために必要な行動を考えます。

また、救命講習やスキルアップセミナーなどで、被災した人を助けるための知識や技術な

どの防災スキルを取得し、災害時の行動力を高めます。

24

２章 | 各学年の防災学習計画 ２年次の防災学習

東消防署の救助隊による普通救命講習と、自主防

災による防災スキルチェックによって緊急時に活

用できるスキルを習得し、スキルアップを図る。

→授業計画書例はp25

災害エスノグラフィで災害時に起こる問題の解決

方法などについて理解し、自分が防災行動をとる

ために必要な知識や技術を学び、災害時のあらゆ

る状況を予測して備える。

→授業計画書例はp26

地震などで電気や水道といったライフラインが止

まった時に、生活の中でどのような支障が出るか

を考え、自分たちはどのような備えをしておくべ

きか意見交換をしながらまとめる。

→授業計画書例はp27

プログラム１

プログラム２

ライフラインが止まった時の備えを考える（ワークショップ）プログラム３

●実施されたプログラム

防災スキルアップセミナー（個別学習）

災害エスノグラフィによる追体験（グループワーク）
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２年次の防災学習

◎ 学習の目標：災害時に役立つ防災スキルを、防災カードゲーム「シャッフル」の

内容で楽しみながら学習することで、生徒たちのスキルアップを図る。

◎ 準備品：【自主防】説明資料2-1：「防災スキルアップセミナー」

道具類：防災カードゲーム「シャッフル」

■骨折の応急処置：

添木代わりの段ボール（14本）

ビニール平テープ（2m×60本）×２クラス分

ポリゴミ袋45L（14枚）×２クラス分

■毛布担架の作り方：毛布４枚、物干し竿８本

← 防災カードゲーム「シャッフル」

防災スキルアップセミナー（個別学習） 授業計画書(2025年度版)プログラム１

段階 時間 担当 学習内容 留意点 使用教材

13:30 自主防

(14:30)

・自己紹介（防災士から）

・中学校での防災学習の目的を確認

　《パワーポイント：１年生の時の防災学習》 説明資料2-1

13:35
(14:35)

※生徒をグループの形に変更

　《パワーポイント：防災スキルチェック》 説明資料2-1

道具類

・１問毎に答え合わせを行い、ポイントを解説

《出題》

　①骨折の応急処置 ②毛布担架の作り方

13:40
(14:40)

　《パワーポイント：防災スキルの実践》 説明資料2-1

《実践スキル》

　①骨折の応急処置 道具類

14:00 　②毛布担架の作り方
(15:00)

14:15
(15:15)

・何人かの生徒に感想をきく

14:20
(15:20)

14:30
体育館にて実施

15:20

↑※（　）内の時間は、5校次目が救命講習で、６校時目が授業の場合の目安時間。

・シャッフルのお題から、防災スキルの正しい
　手順をグループで考えて回答

展
開
②

(

3

5

分

)

・スキルチェックで確認したら防災スキルに
　ついて、実践してみる

毛布担架は担架に乗る人が落

下しないよう、十分に注意する

こと

骨折の応急処置は、けが人役

の人、応急処置をする人をペ

アにして実施するとやりやすい

ま
と
め

(

5

分

)

東消
防署

講
習

(

5

0

分

)

導
入

(

5

分

)

展
開
①

(

5

分

)

「シャッフル」による防災スキルチェック

防災スキル実践講座

１年生の時の防災学習のふり返り

まとめ

東消防署による救命講習



段階 時間 担当 学習内容 留意点 使用教材

13:35 自主防 ・自己紹介（防災士から）

13:40

・｢災害エスノグラフィ｣とは何か説明

　《パワーポイント：災害エスノグラフィ》 説明資料2-2

・生徒にテキストを黙読させる 生徒が読みやすいようにリードする 配布資料2-2

・黙読しながら、以下の通りマーキングさせる

「大切だと思うこと」はピンク色 道具類

　→ 最初の段落は防災士が一緒に読む

13:55 中学校

道具類

14:10

・各自の付箋紙の内容をグループメンバーに紹介 大切だと思った理由も説明させる

14:25

＜　休憩　＞

14:35 自主防

　→　とりまとめのテーマは各グループで自由に設定

　→　とりまとめた内容はとりまとめシートで整理 道具類

15:05

・各グループ順番で意見交換のとりまとめ内容を発表

15:20 （発表時間は２分程度）

・生徒に災害エスノグラフィでの追体験の感想を聞く

15:25 ・質疑応答、次回予定の説明

ま
と
め

(

5

分

)

導
入

(

5

分

)

展
開
①
（

3

0

分
）

マーキングが進んでいるかどうか、見回
りながら確認。困っていそうな生徒がい
たらフォローする

・マーキングした内容から最も心に残った内容
　を付箋紙に書き出させる

・付箋紙に書き出したものを選んだ理由もまとめ
　ておくよう説明する

展
開
②

(

4

5

分

)

・グループで各自が紹介した内容について意見
　交換を行いとりまとめる

災害エスノグラフィによる追体験のためのテキスト黙読

「災害エスノグラフィ」を活用する

災害エスノグラフィにより追体験した内容から意見のとりまとめ

26

２年次の防災学習

◎ 学習の目標：災害エスノグラフィ（読み物による過去の災害の追体験）で災害時に起こる

問題と、体験者の悩みや苦労、解決方法などについて理解し、自分が防災行

動をとるために必要な知識や技術を学び、災害時の諸状況を予測して備える。

◎ 準備品：【中学校】配布資料2-1：災害エスノグラフィのテキスト（各生徒に１枚）

道具類：マーカー（ピンク、各生徒に１本）

【自主防】説明資料2-2：「災害エスノグラフィによる追体験」

道具類：付箋紙（ピンク、各グループに１冊）

とりまとめシート（Ａ３サイズ、15枚）

災害エスノグラフィによる追体験（グループワーク） 授業計画書(2025年度版)プログラム２



段階 時間 担当 学習内容 留意点 使用教材

13:35 自主防

・自己紹介（防災士から）

《パワーポイント：ライフラインが止まったら》 説明資料2-3

・ライフラインとは何かを説明

・過去の災害時のライフライン被害を説明

・ライフラインが止まった場合の応急対策を説明

13:43 ・応急対策は大規模な避難所などから先に対策
中学校

グループ学習の形に机を移動

《パワーポイント：ワークショップ》 説明資料2-3

・ワークショップとは何かを説明

・ワークショップで守るべきルールを説明

13:45

・とりまとめシートに組と班番号を記入し、 配布資料2-2

　自分たちが担当するテーマに○をする

14:00 ・５つ以上は問題を記入する

14:15

14:35 自主防 グループ発表

・各班２分程度で発表してもらう

14:50 《パワーポイント：災害時に自分たちだけでできること》 説明資料2-3

14:55 中学校

・２年生の防災学習の感想文を書く

15:25 　

導
入

(

8

分

)

近年は災害の被害が広く、激しくなる傾
向にあり、ライフラインの被害もひどくな
る場合が多いことを伝える

電気が止まると水道もガス（都市ガス）も
止まることなども解説

・自分たちが生活するうえでの問題につ
いて考えてもらう

２年生の防災学習のまとめ

・｢電気｣｢水道｣のライフラインが止まった場合
　の問題を自分の班のテーマについて考える

・ライフラインが止まった時の問題を班の中で
　相談し、とりまとめシートに記入する

・２年生の防災学習のテーマである「周りの人
　を助ける」について解説する

展
開
②

(

4

5

分

※

休

憩

除

く

)

・とりまとめシートに記入した問題について、
　どのようにしたら解決できるか班で考え、
　解決方法をとりまとめシートに記入する

展
開
①

(

1

7

分

)

＜　休憩　＞

・問題に対する解決方法は複数あっても
構わない

ま
と
め

(

3

0

分

)

ライフラインが止まるとどうなるか

ワークショップ「ライフラインが止まった時の備えを考える」

自分の命を守った後、周りの人を助けるためにできること

27

２年次の防災学習

◎ 学習の目標：災害時の備えについてワークショップにより掘り下げる。

自ら備えを考えることで、確実な備えの実施をうながす。

◎ 準備品：【中学校】配布資料2‐2：「グループワークとりまとめシート」（A3サイズ）

【自主防】説明資料2-3：「ライフラインが止まった時の備えを考える」

ライフラインが止まった時の備えを考える（ワークショップ） 授業計画書(2025年度版)プログラム３
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●使用された教材について（2025年度分）

２年次の防災学習

授業の中で使用された教材（説明資料やワークシートなど）を紹介します。

種類 番号 内容
該当

プログラム
掲載頁

2-1 防災スキルアップセミナー 1 p29~

2-2 災害エスノグラフィによる追体験 2 p30~

2-3
ワークショップ：ライフラインが止まった時の備

えを考える
3 p31~

2-1 災害エスノグラフィ テキスト資料 2 p32~

2-2 ワークショップ グループワークとりまとめシート 1 p34~

説明資料

配布資料(ワーク

シートなど)
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２年次：説明資料2-1「防災スキルアップセミナー」



30

２年次：説明資料2-2「災害エスノグラフィによる追体験」



31

２年次：説明資料2-3「ライフラインが止まった時の備えを考える」
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２年次：配布資料2-1「災害エスノグラフィ テキスト資料」(1/2)



33

２年次：配布資料2-1「災害エスノグラフィ テキスト資料」(2/2)



34

２年次：配布資料2-2「グループワークとりまとめシート」
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●３年次の防災学習

３年次では、『災害時に地域のためにできること』を学習のメインテーマとします。

まずワークショップにて、どのような人がどのような支援を必要とするのかを整理します。

さらに、「防災クロスロード」（災害時に下す判断を、立場の違う人の意見を聞きなが

ら考えるシミュレーション）を行い、支援にはさまざまな考え方があることを理解し、自

分たちができる支援行動について具体的に考えます。

最後に、これまでの学習で考えた支援行動を「防災レスキューカード」（支援対象と支援

内容をコンパクトにまとめた行動メモ）に整理し、被災時に地域で実際に行動できる実践力

を身に着けます。

36

２章 | 各学年の防災学習計画

災害時にはどのような人が支援を必要とするのか

を考え、支援を必要とする人のために、自分たち

は何をすべきかをワークショップ方式で意見交換

し、とりまとめる。

→授業計画書例はp37

災害時に下す判断を「YES」か「NO」で選択する

クロスロードを通じて、場面に応じた災害支援を

ケーススタディで考え、様々な視点での意見を聞

きながら、災害時における支援について深く考え

る。

→授業計画書例はp38

プログラム１ 災害時に支援が必要な人へのサポートを考える（ワークショップ）

プログラム２ 防災クロスロードにより災害支援を考える（グループワーク）

これまでの防災学習から自分たちでできる防災支

援行動を考え、レスキューカードとして作成し、

いざという時に行動へ移せるよう目に見える形で

防災支援行動の意識付けを行う。

→授業計画書例はp39

防災レスキューカードの作成（個別学習）プログラム３

●過去に実施されたプログラム
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３年次の防災学習

◎ 学習の目標：

・災害時に支援が必要な人にはどのような人々がいるのか考える。

・災害時にはどのような支援が必要となりそうなのかを考える。

・中学生の自分たちでもできる支援が何かを考え、行動へつなげる基礎を作る。

◎ 準備品：【中学校】模造紙（各グループ１枚）

【自主防】説明資料3-1：「災害時に支援が必要な人へのサポートを考える」

配布資料3-1：「災害時の様々な場面解説資料」

（A4サイズ、モノクロ、各グループ1セット）

配布資料3-2：「災害支援ワークショップ取りまとめワークシート」

（A3サイズ、各グループ1枚）

道具類：付箋紙（赤、各グループ1/2冊）

災害時の支援が必要な人へのサポートを考える（ワークショップ） 授業計画書(2025年度版)プログラム１

段階 時間 担当 学習内容 留意点 使用教材
13:35 自主防 ２年生までの防災学習を振り返る

・自己紹介（防災士から）

　《パワーポイント：２年生までの防災学習》 説明資料3-1

・これまでの学習の振り返り

13:45

・３年生の防災学習のテーマ、ポイントを解説

ワークショップ「災害時に必要な支援を考える」①

　《パワーポイント：災害時における様々な場面》 説明資料3-1

配布資料3-1

（紹介場面）避難行動、家屋の被災、人命救助、

　　　　　　　　避難所生活、在宅避難者の支援　等

・災害時に起こることについて生徒と質疑応答

13:55 中学校 　《パワーポイント：ワークショップ》 説明資料3-1

・ワークショップの目的を説明

【個人作業】 道具類

【グループ作業】

配布資料3-2

14:25

＜　休憩　＞

14:35 中学校 ワークショップ「災害時に必要な支援を考える」②

・各グループに支援を考えてもらう対象者を伝える

【グループ作業】

配布資料3-2

・グループ発表の準備をする

14:55 グループ発表

15:15 自主防 西日本豪雨で中高生が果たした役割から考える

　《パワーポイント：災害での中高生の支援事例》 説明資料3-1

・紹介事例を含め各グループの代表者に感想を聞く

15:25

・質疑応答、次回予定の説明

ま
と
め

(

1
0

分

)

・実際の災害現場で中高生がボランティアなどで活躍
　した事例を具体的に紹介

・各グループで考えた要対策支援者に必要な支援と
　中学生でもできそうな支援を発表（各班2分程度）

・ワークシートに書き出した支援内容について、中学生
　でもできるかどうかを考え、ワークシートの「できる」・
　「できない」のどちらかに○を入れる。

・各グループは、与えられた支援対象者に必要になる
　と思われる支援内容をワークシートに書き出す
　（各グループ目標10個以上）

１時間目で説明した災害時の各場面も
参考にして考えてもらう

防災士は、各グループの発表から評
価できる内容について、評価した理由
と一緒に解説する

導
入

(

1

0
分

)

展
開
①

(

3
0
分

)

１年生、２年生ではどのようなテーマで
学習してきたかを振り返る

・災害時には、各場面においてどのようなことが起きる
　のかを紹介

ワークショップで意見交換をするための
参考情報として解説

・各自が書き出した支援が必要だと思われる人をグ
　ルーピングして整理する

２時間目に備えて、どのグループにどの
要配慮者の支援を考えさせるか決めて
おく

生徒から質問があれば、可能な範囲
で回答する

・災害時に支援が必要だと思われる人には、どのよう
　な人がいるのか、赤い付箋紙に書き出す

・災害時に支援が必要な人をリストにして、ワーク
　シートに書き出す

展
開
②

(

2
0
分

)
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３年次の防災学習

◎ 学習の目標

・災害時の支援について自分以外の意見も聞くことでより広い視野で考える。

・各自が想定する状況や情報で支援の考え方や方法も変わりうることを学ぶ。

・ケーススタディで支援方法を考えることで、支援について深く考えることができる。

◎ 準備品：【中学校】配布資料3-3：クロスノート（生徒人数分）

配布資料3-4：グループ意見整理シート（Ａ3サイズ、グループ数分）

【自主防】説明資料3-2：「防災クロスロードにより災害支援を考える」

道具類：YES・NOカード、丸シール（青・黄）

防災クロスロードにより災害支援を考える（グループワーク） 授業計画書(2025年度版)プログラム２

段階 時間 担当 学習内容 留意点 使用教材
13:35 自主防 前回の防災学習の振り返り

・自己紹介（防災士から）

　《パワーポイント：先週の防災学習》 説明資料3-2

・前回の防災学習の振り返り

13:40

中学校 防災クロスロード「災害時の支援」

　《パワーポイント：防災クロスロード》 説明資料3-2

・以下の手順で問題を順番に出題する 〈クロスノートの見本〉 配布資料3-3

　※１題あたり15分程度で想定 道具類

　１）先生か出題を読み上げ

　２）生徒はYES･NOカードを裏返して出す

　３）YES･NOカードを一斉に裏返す

　４）YES･NOカードの出された状況でポイントを付ける

　　→　多数派の意見の人は青ポイントをもらう

　　→　YES・NO同人数なら全員が青ポイントをもらう

14:25

＜　休憩　＞

14:35 中学校 クロスロードの問題から考えたことをまとめる

　《パワーポイント：クロスロードのまとめ》 説明資料3-2

配布資料3-4

15:00 グループ発表

15:15 自主防 災害時の支援で必要なことは何かを考える

　《パワーポイント：災害時における共助の役割》 説明資料3-2

　→　被災者に支援を届けるために自らができること

15:25 ・質疑応答、次回予定の説明

ま
と
め

(

1
0
分

)

・災害時に起こる様々な問題を解決するために必要
　となる共助の役割について解説

　５）YESを選んだ時の問題点、NOを選んだ時の問題
　　点を考えてクロスノートに書き出す

・グループでまとめる問題を１つ選び、YES・NOそれぞ
　れに出された問題点について、解決方法を考える

・各自のクロスノートに記入した問題点はすべて対象と
　してそれぞれの解決方法を考える

少数の意見に対する問題点もきちんと
考えることで、関係者全体が納得でき
る対応を目指す・グループで出題に対する問題点と解決方法を意見

　整理シートに整理

展
開
②

(

2
5
分

)

・各グループが選んだ出題に対する問題点とその解決
　方法について発表する

導
入

(

5
分

)

展
開
①

(

4
5
分

)

・１年生の防災学習でも実施した防災クロスロードに
　ついて目的・ルールを再確認

　　→　１人だけの意見の人は黄色ポイントをもらう。
　　　　 この時は、青ポイントはもらえない
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３年次の防災学習

◎ 学習の目標：

・生徒が自分たちでできる災害時の支援方法を考える。

・レスキューカードで支援対象、支援内容を目に見える形で作成し、行動の実践を促す

・自らを災害時に支援する立場でとらえることで、より主体的に防災について考える。

◎ 準備品：【中学校】道具類：ラミネートフィルム、カッターなど

※ラミネート作業は授業終了後に実施

【自主防】説明資料3-3：「防災レスキューカードの作成」

配布資料3-5：防災レスキューカード（６０枚）

道具類：3年生防災学習のまとめ表、マジックセット（細方）

防災レスキューカードの作成（個別学習） 授業計画書(2025年度版)プログラム３

段階 時間 担当 学習内容 留意点 使用教材
13:35 自主防 レスキューカードの紹介

・自己紹介（防災士から）

　《パワーポイント：先週までの防災学習》 説明資料3-3

・前回までの防災学習の振り返り 道具類

配布資料3-5

・わせだ防災レスキューカードの説明 ↑わせだレスキューカード
13:45

中学校 レスキューシートの作成と発表

　《パワーポイント：防災レスキューカード》 説明資料3-3

・レスキューカードの作成方法を説明 配布資料3-5

道具類

14:05 個別発表

・生徒全員でレスキューカードに記載した内容を発表

　→　支援内容を選んだ理由もたずねる

14:25

＜　休憩　＞

14:35 中学校 個別発表（続き）

・レスキューカードの発表（続き）

15:10 自主防 講義：誰かを助けるために大切なこと

　《パワーポイント：災害時の犠牲者を０にするために》 説明資料3-3

・災害時の犠牲者を０にするために必要なことは何か

　（１年生の防災学習のふり返り）

　→　自分の命を守るためには何をすべきか

　（２年生の防災学習のふり返り）

　→　防災行動を実践するために必要なこと

　（総合的なまとめ）

　→　助けたいひとを助けるために何が必要かを考える

　→　今日からできることをチェックして実行する

　→　いざという時に言い訳をしないための秘訣

15:25 ・質疑応答

「助けたい人」や「支援する内容」は、こ
れまでの防災学習でまとめられた内容
にとらわれず、自由に記載して構わな
い

ま
と
め

(

1
5
分

)

　→　ワークショップで考えた災害時に支援が必要な人
　　　とその支援方法はどうだったか

　→　クロスロードで分かった災害時の支援における問
　　　題点と解決方法はどうだったか

・これまでの防災学習でまとめられた結果を参考に、
　自分が災害時にしたい支援内容を決める

・生徒は自分がしたい支援内容について「助けたい
　人」「支援する内容」をマジックでカードに記入

展
開

(

2
5
分

)

導
入

(

1
0
分

)

展
開

(

4
0
分

)

生徒が作成したレスキューカードは、ラ
ミネートをする前の状態で並べて写真
を撮影し、自主防で記録保存する

レスキューカードは、授業後に学校でラ
ミネートを行い、各生徒に渡す
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●使用された教材について（2025年度分）

種類 番号 内容
該当

プログラム
掲載頁

3-1 災害時に支援が必要な人へのサポートを考える 1 p41~

3-2 防災クロスロードにより災害支援を考える 2 p43~

3-3 防災レスキューカードの作成 3 p44~

3-1 災害時の様々な場面解説資料 1 p45~

3-2 災害支援ワークショップ　取りまとめワークシート 1 p46~

3-3 防災クロスノート 2 p47~

3-4 防災クロスノート　グループ意見整理シート 3 p49~

3-5 わせだレスキューカード 4 p50~

配布資料

(ワークシートなど)

説明資料

３年次の防災学習

授業の中で使用された教材（説明資料やワークシートなど）を紹介します。
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３年次：説明資料3-1「災害時に支援が必要な人へのサポートを考える」(1/2)



42

３年次：説明資料3-1「災害時に支援が必要な人へのサポートを考える」(2/2)
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３年次：説明資料3-2「防災クロスロードにより災害支援を考える」
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３年次：説明資料3-3「防災レスキューカードの作成」
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３年次：配布資料3-1「災害の様々な場面」
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３年次：配布資料3-2「災害支援ワークショップ まとめシート」
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３年次：配布資料3-3「防災クロスノート」(1/2)
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３年次：説明資料3-3「防災クロスノート」(2/2)
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３年次：配布資料3-4「防災クロスロード グループ意見整理シート」
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３年次：配布資料3-5「わせだレスキューカード」



● 過去に実施していたプログラム

参考資料編

2025年度には実施されなかったものの、それ以前に実施されていたプログラムを紹介

します。



[作成 ]
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早稲田学区自主防災連絡協議会



防災学習「あんぜんマップづくり」

に関する手引き書

早稲田小学校3学年での総合的な学習の時間では、自分たちの住む早稲田

小学校区の特徴について「防災」の視点で学び、調べ、地域のあんぜん

マップを作成します。これまで、防災の専門家である地域の自主防災組織

（早稲田学区自主防災組織連絡協議会、以下わせだ自主防）にご協力いた

だきながら実施されてきました。本書では、これまでどのように地域と連

携して実施されてきたかについてまとめています。ぜひ授業時の参考資料

としてご活用ください。

広島市市立早稲田小学校 3 年生

生活科・総合的な学習の時間における

● 目次

01 防災学習の概要 ・・・p1

02 事前学習、まち探検、あんぜんマップづくりについて・・・ p2

03 その他参考資料 ・・・p5



０１ | 防災学習の概要

●防災学習「あんぜんマップづくり」の経緯とねらい

早稲田小学校がある早稲田学区は、三方が牛田山などの山々に囲まれており、大雨による

土砂災害や地震、火災の危険性があります。その中で、平成26年に発生した広島土砂災害

を契機に、それまで防犯をテーマに実施していた「あんぜんマップ」づくりに防災の要素を

取り入れ、防災学習として取り組んでいます。この防災学習は、わせだ自主防と一部連携し

ながら、総合的な学習の時間の中で3年生を対象に実施しています。

●学習のステップ

防災学習は、年間を通した総合的な学習の時間の中で実施し、おおよそ次の学習内容と

流れで進みます。※令和6年度時の情報をもとに作成しています。

4 月

5月

6月

7月

8月

9月

10 月

11 月

12 月

1 月

2 月

3 月

4月

｜

●地域理解を深める

自分たちの地域について広く学ぶ。

●あんぜんマップの作成 →p4

まち探検で発見した内容などををもとに、

あんぜんマップを作成する。

●まち探検の案内

事前に保護者へ実施案内などを行う。

●まち探検の実施／わせだ自主防 →p3

わせだ自主防と連携してまち探検を実施する。

学習内容 学習に付随した対応事項

◎上記はおおよそな流れであり、児童の反応や授業の進行速度に応じて、進めやすいやり方に調整して進めることもあります

●「まち探検」に関する打合せ

わせだ自主防と「まち探検」の実施に向けて打合

せを実施する。

まち探検…あんぜんマップづくりに向けて、わせ

だ自主防と連携して早稲田の危険な箇所を実際に

歩いて学ぶ。

1

●あんぜんマップの展示

参観日で発表したあんぜんマップを、公⺠会内に

展示していただく。

●あんぜんマップの発表

作成したあんぜんマップを参観日の場で発

表する。

●事前学習の実施／わせだ自主防 →p2

まち探検を実施する前に、わせだ自主防によ

る事前学習を実施する。

1



０２ | 事前学習、まち探検、あんぜんマップづくりについて

●事前学習について

まち探検に向けた事前学習では、自主防災の方から、防災の基本的な知識と、あんぜん

マップを作る上で役に立つポイントについて学びます。

これまで実施した事前学習の内容

《 学習内容》

・防災とはなにか

・平成30年7月西日本豪雨における早稲田学区の災害（がけ崩れの映像紹介含む）

・安全マップ作成のためのポイント解説（クイズ形式） など

《実施時の役割分担》

▸小学校：導入部分の説明 ／ ▸わせだ自主防：本編の説明

事前学習の様子

学習内容例「防災とはなにか」

事前学習の様子②

学習内容例「早稲田学区の災害例」

学習内容例「あんぜんマップのポイント」 学習内容例「防災クイズ」

2



０２ | 事前学習、まち探検、あんぜんマップづくりについて

《  児童の基本的な持ち物 》

赤白帽子

探検バック

水筒

鉛筆

担当する
コースマップ

タブレット
(グループで1台)

デジカメ
(グループで一台)

探検後に結果整理する様子

探検時の様子

●まち探検について

まち探検では、あんぜんマップづくりに向

けて、わせだ自主防と連携しながら、コース

内にある「やさしいところ」（防災や防犯で

役に立つ場所、設備がある場所）、「危険な

ところ」（災害が起きた時に危険な場所な

ど）を探し、写真を撮ったりメモを取ったり

して記録していきます。探検するコースは坂

道別に８つ（右図参照）設定されており、

コースごとにグループに分かれて探検します。

なお、各グループには基本的に大人が2名ほど

付くため、地域関係者（わせだ自主防や保護

者など）にまち探検の参加案内を出し、協力

してもらうことがあります。

これまで実施したまち探検の内容

《 実施内容・タイムスケジュール 》

8：50 早稲田小学校 体育館に集合

9：00 ～ 挨拶（地域参加者の自己紹介）

9：05 ～ まち探検の説明（担当：小学校）

9：10 ～ あんぜんマップまち探検に関する

事前学習の振り返り（担当：わせだ自主防）

9：25 ～ グループに分かれてまち探検開始

10：50 ～ 休憩

11：00 ～ まち探検の結果整理

11：30 終了

《 実施時の役割分担 》

▸小学校

授業全体の説明

▸わせだ自主防

事前学習の振り返り

3

８つのコース
全体図
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●あんぜんマップづくりについて

事前学習やまち探検で取りまとめた内容など、年間を通した学習の中で得た気づきをもと

にあんぜんマップを作成します。レイアウトや表現方法に決まった形はなく、学年の特徴に

合わせたマップが出来上がります。完成したマップは、年度末にある参観日の場で発表した

り、公⺠館などで展示されたりすることがあります。

令 和 4 年 度令 和 3 年 度

令 和 6 年 度

【令和6年度の担当者コメント】

●作成において意識したポイント

•児童が気になった箇所や疑問に沿っ

て、担当者同士相談しながら授業を

進めた

•児童の「～～～」といった気づきを

しっかり書き残すことができる形を

目指した

０２ | 事前学習、まち探検、あんぜんマップづくりについて
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０３ | その他参考資料

●まち探検 実施計画書（令和7年度）
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０３ | その他参考資料

●まち探検 わせだ自主防による活動報告書（令和４年度）

6



●総合的な学習の時間 所見参考資料（まとめ）

早稲田小学校で定める生活科・総合的な学習の時間にかかる計画書と、国立教育研究所

の「学習評価に関する参考資料」を基にまとめられた評価基準の一覧表。（令和6年度の担

当教員が参考として作成した資料）

０３ | その他参考資料

7 7



●令和7年度 早稲田小学校 生活科・総合的な学習の時間全体計画

０３ | その他参考資料

8
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０３ | その他参考資料



令和８年３月作成

早稲田学区自主防災連絡協議会



早稲田公民館

防災体験学習 実施マニュアル

早稲田学区自主防災連絡協議会

令和８年３月作成



１．早稲田公民館「防災体験学習 実施マニュアル」作成の目的

早稲田学区では、「わせだ防災プラン」で防災教育のプログラムを作り、地域と学校が協働し

て防災教育に取り組むことにしています。

地域で取り組む防災教育については、地域コミュニティの拠点である早稲田公民館を会場とし

て主に体験型の防災学習を中心に活動に取り組みます。

このマニュアルは、公民館で実施する防災体験学習について活動を計画する参考資料として、

実施メニュー別に実施する目的、実施手順、準備品や予算計画、説明で使用する資料等について

とりまとめました。

- 2 -

２．掲載されている資料

①実施ニュー名・目的

②実施の条件

③実施内容

④実施手順・方法

⑤運営体制

〈１ページ目〉

メニューの名前と学習目的です

参加対象の学年、実施時間、使用する部屋、参加
最大人数、参加費の有無などを記載しています

この体験学習で実施する項目名を記載しています

体験学習を実施する順番に、実施内容などの概略
を開設しています

この実施メニューを運営するために必要な人数です

〈２ページ目〉

⑥準備品リスト・予算計画

〈３ページ目以降〉

⑦説明で使用する資料ほか

①

②

③

④

⑤

３．掲載されているメニュー

①防災クッキング ････････････････････････････････････････････････ P. 3から

②ぼうさい運動会 ････････････････････････････････････････････････ P. 7から

③防災教室「防災ゲームチャレンジ！」 ････････････････････････････ P.10から



早稲田公民館 防災体験学習 実施マニュアル①

防災クッキング

実施対象：小学生（２年生以下は保護者と一緒であれば参加可能）、中学生

開催会場：実習室 実施時間：１２０分

運営団体：わせだ自主防、女性会、青少協など 参加人数：最大１２名

参 加 費：５００円程度

１．実施内容

①電器や水道が止まった場合の生活についての説明

②耐熱ポリ袋による調理方法体験

③メスティン自動調理による調理方法体験

④試食会

⑤実物展示による家庭内備蓄品チェック

⑥意見交換・まとめ

２．実施手順

②電器や水道が止まった場合の生活についての説明 (５分)

・防災クッキングを実施する目的、実施する内容について説明
（使用資料：「災害でライフラインが止まるとどうなるか？」）

③耐熱ポリ袋調理・メスティン自動調理の解説 (５分)

・ポリ袋調理の特徴、使用する備蓄品について解説
（使用資料：「ライフラインが止まってもできる防災クッキング」）

①自己紹介 (３分)

④耐熱ポリ袋調理の体験 (３０分)

・耐熱ポリ袋調理のメニューを子供が作って体験
（使用資料：「防災クッキング ポリ袋調理レシピ」）

⑤メスティン自動調理の体験 (３０分)

・メスティン自動調理のメニューを子供が作って体験
（使用資料：「防災クッキング メスティン自動調理レシピ」）

⑥調理メニューの試食 (２０分)

・それぞれの調理体験で作った料理を全員で試食する

⑦家庭での備蓄の必要性について解説 (１５分)

・災害時にライフラインが止まった時の備えとして備蓄品の実物
を見ながら解説
（使用資料：「わが家の防災準備リスト」）

⑧意見交換・まとめ (１５分)

・参加者全員で感想を述べたり意見交換をしたりしてまとめる

３．運営体制（６～８名）

１）進行・説明担当 …… １～２名 ４）受付担当 …………… １名＊

２）調理補助 …………… ３～４名 ５）備蓄品展示担当 …… １～２名＊

３）記録撮影 …………… １名
※「＊」が付いている役割は他のスタッフが兼務可能
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ライフライン停止についての説明の様子

メスティン自動調理の体験の様子

耐熱ポリ袋調理体験の様子

備蓄品サンプルの実物展示

災害で停電や断水になった場合に、子供でも備蓄品でできる調理方法として「耐熱ポリ袋調理」と「メスティン自動
調理」を体験します。調理方法の体験を通じて、備蓄品の必要性を学びます。
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早稲田公民館 防災体験学習 実施マニュアル① 「防災クッキング」

４．準備品リスト

準備品 規格・仕様 単位 数量 担当 予算 備考

全体説明

1 災害時の備えについて パワーポイント資料 － １式 自主防

2 家庭での備蓄品説明資料 備蓄品リストほか 枚 12 自主防 300円 

3 大型モニター HDMIコード 台 1 公民館

4 パソコン 台 1 自主防

5 レシピメモ A4クリアカバー付き 枚 12 自主防 100円 今回オリジナル

ポリ袋調理

6 カセットコンロ タフ丸くん 個 4 自主防 自主防展示用備品

7 カセットボンベ ３本セット パック 4 自主防 自主防展示用備品

8 大鍋 個 4 公民館

9 耐熱ポリ袋 40枚入り 箱 2 自主防 自主防備品

10 水 ２Ｌペットボトル 本 12 自主防 自主防備品

メスティン自動調理

11 メスティン 1.5合用 個 4 青少協 青少協備品

12 ポケットストーブ 個 4 青少協 青少協備品

13 固形燃料 25ｇ 個 4 自主防 自主防備品

14 メスティンシート 枚 4 自主防 自主防備品

15 焚き火シート 枚 2 自主防 自主防備品

16 アルミテーブル 個 2 青少協 青少協備品

調理器具・什器・雑品類

17 包丁 本 4 公民館

18 まな板 枚 4 公民館

19 ピーラー 本 4 公民館

20 トング 本 4 公民館 菜箸での可

21 計量スプーン 大・小 本 各4 自主防 自主防備品

22 計量カップ 台 4 公民館 自主防備品

23 料理用はかり グラム単位はかり 個 4 自主防 自主防備品

24 割り箸 膳 30 購入 200円 

25 スプーン 大 本 30 購入 300円 

26 紙ボウル 小 枚 60 購入 400円 

27 ゴミ袋 30Ｌ 枚 4 自主防 自主防備品

28 ウェットティッシュ パック 4 購入 500円 

29 布巾 枚 8 自主防 自主防備品

30 会費徴収袋 長形４号 枚 1 自主防 自主防備品

備蓄品（展示用）

31 飲料水（ペットボトル） 500ml×24本 箱 1 自主防 自主防展示用備品

32 パックご飯 食 3 自主防 自主防展示用備品

33 缶詰 おかず・フルーツ 缶 各１ 自主防 自主防展示用備品

34 栄養補助食品 カロリーメイト 箱 1 自主防 自主防展示用備品

35 カセットコンロ 台 2 自主防 （ポリ袋調理と兼用）

36 カセットボンベ 本 3 自主防 （ポリ袋調理と兼用）

37 ラップ 大 本 1 自主防 自主防展示用備品

38 アルミホイル 本 1 自主防 自主防展示用備品

39 ポリ袋 大（30Ｌ） パック 1 自主防 自主防展示用備品

40 トイレットペーパー パック 1 自主防 自主防展示用備品

41 ティッシュペーパー パック 1 自主防 自主防展示用備品

42 簡易トイレ 20回分 箱 1 自主防 自主防展示用備品

43 消臭袋 20回分 パック 1 自主防 自主防展示用備品

44 ハンディライト 台 1 自主防 自主防展示用備品

45 乾電池 単一・二・三・四 セット １式 自主防 自主防展示用備品

46 モバイルバッテリー 個 1 自主防 自主防展示用備品

47 水タンク 20Ｌ 個 1 自主防 自主防展示用備品

調理用食材

48 ※食材は調理メニューによる 式 1 購入 6,000円 自主防展示用備品

金額計 7,800円 - 4 -
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早稲田公民館 防災体験学習 実施マニュアル① 「防災クッキング」

５．使用する資料

１）説明資料「災害でライフラインが止まるとどうなるか？」

２）説明資料「ライフラインが止まってもできる防災クッキング」
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早稲田公民館 防災体験学習 実施マニュアル① 「防災クッキング」

３）配布資料「防災クッキング ポリ袋調理レシピ」 「防災クッキング メスティン自動調理レシピ」

４）配布資料「わが家の防災準備リスト」



早稲田公民館 防災体験学習 実施マニュアル②

ぼうさい運動会

実施対象：小学生、中学生 開催会場：ホール（体育館）

実施時間：１２０分 運営団体：体協、わせだ自主防、青少協など

参加人数：最大２０名 参 加 費：無料

１．実施内容

① 毛布担架リレー

② 防災グッズバケツリレー

③ 段ボールキャタピラリレー

④ 防災スリッパ作り

⑤ 避難者ジェスチャーゲーム

⑥ 水消火器的当てゲーム

２．実施手順

②毛布担架リレー(２０分)

・避難所にある毛布と物干し竿を利用した担架をリレーで体感

③防災グッズバケツリレー(１５分)

・ブルーシートいっぱいに広げられた防災グッズをすべてバケツ
を使ったリレーでゴール地点まで運ぶ

①自己紹介 (５分)

④段ボールキャタピラリレー(２０分)

・段ボールで出来た巨大なキャタピラに入ってリレー形式で競争
・火事の時に煙で前が見えない状況での移動を体感

⑤防災スリッパ作り(２０分)

・災害時に身の回りのもので作れる新聞紙のグッズづくりを体験

⑥避難者ジェスチャーゲーム(１５分)

・離れた場所から、くじ引きで引いた防災グッズが何かをジェス

チャーで伝えることで、コミュニケーション能力を高める

⑦水消火器的当てゲーム(１５分)

・水消火器で目標を狙って消火を疑似体験

⑧ 表彰式(１０分)

・一番勝った種目が多かったチームを優勝チームとして表彰

- 7 -

防災グッズバケツリレー

段ボールキャタピラリレー

毛布担架リレー

水消火器的当てゲーム

運動を通じて、身の回りにあるもので怪我をした人を助けたり、生活に必要な物を代用したり、災害時の行動を疑似
体験したりするなど、楽しみながら防災を学びます。

３．運営体制（７～１２名）

１）進行・説明担当 …… １～２名
２）資機材準備担当 …… ３～４名
３）運営補助 …………… ３～５名
４）受付担当 …………… １名＊
※「＊」が付いている役割は他のスタッフが兼務可能

避難者ジェスチャーゲーム
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早稲田公民館 防災体験学習 実施マニュアル② 「ぼうさい運動会」

４．準備品リスト

- 8 -

準備品 規格・仕様 単位 数量 担当 予算 備考

全体説明

1 運用マニュアル － １式 体協 スタッフ人数分

2 受付名簿 枚 1 自主防

毛布担架リレー

3 毛布 枚 3 公民館 公民館避難所運営用

4 物干し竿 本 6 自主防

5 大型模型 ダルマ落とし用 個 4 体協 人の代わりになるもの

防災グッズバケツリレー

6 ポリバケツ 個 3 自主防 自主防備品など

7 非常持ち出し品（１） ペットボトルの水 本 3 自主防 500円 

8 非常持ち出し品（２） 懐中電灯 個 3 自主防 自主防展示品など

9 非常持ち出し品（３） 携帯ラジオ 個 3 自主防 自主防展示品など

10 非常持ち出し品（４） 電池セット 個 3 自主防 自主防展示品など

11 非常持ち出し品（５） ガムテープ 個 3 自主防 自主防展示品など

12 非常持ち出し品（６） 軍手 双 3 自主防 自主防展示品など

13 非常持ち出し品（７） ウェットティッシュ 個 3 自主防 自主防展示品など

14 非常持ち出し品（８） トイレットペーパー 個 3 自主防 自主防展示品など

15 非常持ち出し品（９） 携帯トイレ 個 3 自主防 自主防展示品など

16 非常持ち出し品（１０） ラップ 本 3 自主防 自主防展示品など

17 非常持ち出し品（１１） タオル 枚 3 自主防 自主防展示品など

18 非常持ち出し品（１２） 救急セット 個 3 自主防 自主防展示品など

19 非常持ち出し品（１３） 非常食 個 3 自主防 900円 カロリーメイトなど

20 非常持ち出し品（１４） モバイルバッテリー 個 3 自主防 自主防展示品など

21 非常持ち出し品（１５） ホイッスル 個 3 自主防 自主防展示品など

22 非常持ち出し品（１６） ゴミ袋 パック 3 自主防 自主防展示品など

23 ブルーシート 枚 3 自主防 自主防備品

段ボールキャタピラリレー

24 段ボール（大） 幅１ｍ×長さ４ｍ 枚 3 体協 5,000円 調達する場合

25 ガムテープ 枚 1 自主防

防災スリッパ作り

26 新聞紙 枚 40 自主防

避難者ジェスチャーゲーム

27 くじボックス 個 1 自主防

28 くじ 持出し品を記入した物 枚 1 自主防

29 非常持ち出し品※ 式 1 自主防 ※バケツリレーと共用

水消火器的当てゲーム

30 水消火器 枚 40 自主防

31 水消火器の的 ペットボトルなど 本 3 自主防

表彰式

32 金メダル 個 20 体協

金額計 6,400円 
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５．使用する資料

早稲田公民館 防災体験学習 実施マニュアル② 「ぼうさい運動会」

１）「ぼうさい運動会」運用マニュアル



早稲田公民館 防災体験学習 実施マニュアル③

防災教室「防災ゲームチャレンジ！」

実施対象：小学生、中学生 開催会場：研修室１か２

実施時間：１２０分 運営団体：わせだ自主防、青少協など

参加人数：最大１２名程度 参 加 費：無料

１．実施内容

① 防災すごろくゲーム「ＧＵＲＡＧＵＲＡＴＯＷＮ」

による地震防災の学習

②「防災謎解きクイズ」によるクイズ型地震体験

③ 表彰式

④ 実施アンケート

２．実施手順

②防災ボードゲーム「GURAGURATOWN」による地震防災の学習(５０分)

・防災すごろくゲーム「GURAGURATOWN」を使って、地震が起きた

時に身の回りを物で様々な問題を解決する知恵を身につけます

・ゲームの中でクイズとして出される地震の問題から、いつもの

生活用品がどのように使えるか考える中で、災害への備えにつ

いて一緒に考えます

③「防災謎解きクイズ」によるクイズ型地震体験(５０分)

・地震が起こった時の様々な場面で役立つ行動や備えについて、
謎ときクイズに答えながら学びます

・謎ときクイズの内容は、広島市が発行する「たちまち防災」に
ヒントがあり、本を見ながら色々な知識も学びます

①自己紹介 (５分)

④表彰式(５分)

・各ゲームでの得点により表彰式を行います

⑤実施アンケート(１０分)

・参加者にアンケートで感想を確認します

- 10 -

「GURAGURATOWN」

「たちまち防災」で謎ときクイズの回答中

運動を通じて、身の回りにあるもので怪我をした人を助けたり、生活に必要な物を代用したり、災害時の行動を疑似
体験したりするなど、楽しみながら防災を学びます。

３．運営体制（６～１０名）

１）進行・説明担当 …… １～２名
２）ゲーム運営担当 …… ４～６名
３）表彰式担当 ………… １名
４）アンケート担当 …… ２～３名＊
※「＊」が付いている役割は他のスタッフが兼務可能

「GURAGURATOWN」をプレイしている様子

謎ときクイズで出す問題
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早稲田公民館 防災体験学習 実施マニュアル③ 「防災教室「防災ゲームチャレンジ！」

４．準備品リスト

準備品 規格・仕様 単位 数量 担当 予算 備考

全体

1 受付名簿 枚 1 自主防

2 スタッフ用名札 名前印刷済み 枚 人数分 自主防 スタッフ人数分

3 参加者用名札 白紙 枚 人数分 自主防 参加者人数分

4 プロジェクター 基 1 公民館

5 スクリーン 枚 1 公民館

6 参加者プレゼント 個 15 自主防 3,000円 

7 飲み物 参加者・スタッフ用 本 20 自主防 3,000円 

防災ボードゲーム「GURAGURATOWN」による地震防災の学習

8 GURAGURATOWN ボードゲーム 個 3 自主防

9 ゲーム説明書 GURAGURATOWN用 枚 3 自主防

「防災謎解きクイズ」によるクイズ型地震体験

10 謎ときクイズ問題用紙 クイズ４問 セット 人数分 自主防 200円 参加者人数分

11 冊子「たちまち防災」 冊 人数分 自主防 全員分

12 得点・回答カード 参加者用 枚 人数分 自主防 200円 参加者人数分

表彰式

13 金メダル 枚 3 自主防 400円 

参加者アンケート

14 実施アンケート 枚 人数分 自主防

金額計 6,800円 



早稲田公民館 防災体験学習 実施マニュアル③ 「防災教室「防災ゲームチャレンジ！」
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１）「ＧＵＲＡＧＵＲＡＴＯＷＮ」の遊び方説明書

５．使用する資料
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早稲田公民館 防災体験学習 実施マニュアル① 「防災クッキング」

２）「謎ときクイズ」説明資料（１）
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早稲田公民館 防災体験学習 実施マニュアル① 「防災クッキング」

２）「謎ときクイズ」説明資料（２）
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早稲田公民館 防災体験学習 実施マニュアル① 「防災クッキング」

３）「謎ときクイズ」クイズ問題



早稲田学区自主防災連絡協議会

早稲田公民館

令和８年３月


